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問い合わせ先

　市 健康推進課　ワクチン接種推進係　☎(34)8585　　　 vaccine@city.shimanto.lg.jp

四万十市に住民票がある65歳以上の方に

「新型コロナウイルスワクチン接種券」を
送付しました

5月中旬から65歳以上の方のワクチン接種を開始します

ワクチン接種を希望する場合は、予約が必要です！

次の2つの方法から選ぶことができます。

(1)集団接種　★予約受付5月6日（木）から開始
　①四万十市新型コロナワクチン接種コールセンターへの電話予約

　②インターネット予約（予約方法は、後日ご案内します。）

(2)個別接種　別途お知らせします。
※基礎疾患（慢性の呼吸器、心臓病、腎臓病、肝臓病ほか）等により通院して

　いる方は、かかりつけ医療機関での個別接種をご検討ください。

ワクチンの供給状況にあわせて、接種対象者が順次追加されます。

四万十市新型コロナワクチン接種コールセンター
　新型コロナワクチン集団接種の予約受付や接種場所、接種日程、基礎疾患に関

すること、かかりつけ医に関すること等のお問い合わせを受け付けています。

※集団接種の予約は、接種日の5日前までに予約をお願いします。

☎（34）8535　　受付時間9時～17時（土・日・祝日も受付）

中村地域　　市立市民病院5階（中村東町1丁目1-27）
西土佐地域　保健センター（西土佐用井1110-28）
※専用の出入り口を設けます。必ず誘導員の指示に従ってください。

※個別接種ができる医療機関等は、別途お知らせします。
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問い合わせ先　本庁 健康推進課　地域保健係　☎（34）1823　FAX （34）0567

　　　　　　　支所 保健課　保健係　　　　　☎（52）1132　FAX （52）1024

問い合わせ・申請先　本庁 子育て支援課　支援係　☎（34）1801　FAX （34)9003
支所 西土佐福祉こども分室　☎（52）1132　FAX （52)1024

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得のひとり親の子育て世帯に対し、その実

情を踏まえた生活の支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）を支給します。

■対象者　ひとり親世帯のうち、次の①～③のいずれかに該当する方

　①令和3年4月分の児童扶養手当受給者

　②公的年金等（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償等）を受給していることにより、令和3

　　年4月分の児童扶養手当の支給を受けていない方

　③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当受給者と同水準

　　となっている方

■給付額　児童1人につき5万円

■申請方法

　①に該当する方　申請不要（児童扶養手当の支給口座に4月30日振込予定）

　②③に該当する方　申請必要(申請書、必要書類等は市公式ホームページでご案内します。)

　　　　　　　　　　(http://www.city.shimanto.lg.jp/covid.html)

■申請期間　5月6日（木）～令和4年2月28日（月）

※ふたり親世帯分は、詳細が決まり次第お知らせします。

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯分）

日ごろから3密の回避や手洗い、消毒、マスクの着用を含む咳エチケットを心がけましょう。

市からのお知らせ ― SHIMANTO CITY NEWS ―
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①地域産品販売促進事業費補助金
　市内の商工事業者等が地域産品を使用した加工食品等の販売促進に取り組む際に必要な経費の一部を補

助することにより、業績回復の後押しとともに地域産品の販売促進と地域産業の活性化を図ります。

■対象者

　(1) 市内に営業等の本拠を有する事業者

　(2) 令和3年3月31日以前に開業している事業者

　(3) 市内で生産された農林水産物を使用した加工食品等の販売促進に取り組む事業者

　(4) 市税を滞納していない事業者

■補助対象事業・補助率・補助限度額

■補助期間　令和4年2月28日（月）まで　※事業と経費の支払いが完了すること

②まちなかにぎわい創出事業費補助金
　商店街等が実施する商店街等の魅力発掘と集客性向上等による活性化事業に要する経費の一部を補助す

ることにより、地域商業の活性化を促進します。

■対象者　市内に本拠を置く、次のいずれかの事業者

　（1）商店街振興組合、商工会、商工会議所、事業協同組合、まちづくり会社等

　（2）商業者等を含む5名以上で構成された法人格を持たない団体で、代表者等に関する規約等を有する者

■補助対象事業

　(1)イベント等の開催により商店街等の賑わい創出が図られている事業

　(2)商店街等との連携により、商業の振興が図られている事業

　(3)広く異業種間の連携が図られ、地域経済の活性化が図られている事業　など

 　※一日で終了する事業（イベント）は除きます。

　 ※新規事業やブラッシュアップして行う事業に限ります。

■補助率・補助限度額

　※連携して事業を実施する場合は7者を上限とし、補助限度額は700万円とします。

■補助期間　令和4年2月28日（月）まで　※事業と経費の支払いが完了すること

申請書の入手方法【①②共通】

　　・市公式ホームページから印刷またはダウンロード

　　・本庁 3階 観光商工課、 支所 産業建設課で配布

問い合わせ先　本庁 観光商工課　商工・雇用対策係　☎（34）1126

　　　　　　　支所 産業建設課　産業振興係　　　 ☎（52）1113

補助対象事業

（1）サイト作成・改修事業

（2）商品開発・改良事業

補助限度額

50万円

50万円

補助率

4/5以内

4/5以内

補助率

補助対象経費の9/10以内

補助限度額

100万円×申請者数（最大700万円）

※消費税は補助対象外
※1,000円未満切捨て
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　高知県営業時間短縮要請対応臨時給付金の給付要件拡充および申請受付期間の延長に伴い、四万十市

営業時間短縮要請対応臨時支援金も給付要件を拡充し、申請受付期間を延長しました。

■四万十市営業時間短縮要請対応臨時支援金の概要

　県が行った飲食店等に対する営業時間の短縮要請や「特別警戒」への対応ステージの引き上げに伴う

外出・移動の自粛により、直接的・間接的な影響を受けた事業者に、県の給付金へ市独自の上乗せ給付を

行うもの。

■対象者

　高知県営業時間短縮要請対応臨時給付金の支給を受けた市内に事業の本拠を有する事業者

　≪県給付金の主な要件≫

　　・営業時間短縮の要請に伴い、営業時間を短縮した飲食店等と直接・間接の取引があったことまたは

　　 営業時間短縮要請等に伴う外出・移動の自粛により直接的・間接的な影響を受けたこと

　　・令和2年12月の事業収入（売上）が、前年同月比で30％以上減少していること

　　・【追加】令和3年1月の事業収入（売上）が、前年同月比で30％以上減少していること

　　・営業時間短縮要請の対象事業者ではないこと

■支給額　法人  20万円/月（12月・1月合計で最大40万円）

　　　　　個人  10万円/月（12月・1月合計で最大20万円）

■申請期限　6月30日（水）※当日消印有効

※詳細は市公式ホームページをご覧ください。（http://www.city.shimanto.lg.jp/info/05-118.html） 

問い合わせ先　本庁 観光商工課　商工・雇用対策係　☎（34）1126

　　　　　　　　農林水産課　農業振興係　　　 ☎（34）1117　　林業水産係　☎（34）1118

　　　　　　　支所 産業建設課　産業振興係　　　 ☎（52）1113

　
市
で
は
、三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間
企
業
等
の
社

員
を
地
方
公
共
団
体
が
一
定
期
間
受
け
入
れ
、そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
、地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向

上
等
に
つ
な
が
る
業
務
に
従
事
し
て
も
ら
う
総
務
省
事

業「
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度（
起
業
人
材
派
遣
制
度
）」

を
活
用
し
、全
日
空
の
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト（
C
A
）

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り
、4
月
1
日
よ
り
本
市
3
人

目
と
な
る
笠
井
聖
子
さ
ん
に
着
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
観
光
振
興
お
よ
び
地
域
活
性
化
の
た
め
の
企
画
、情
報

収
集
・
提
供
、調
査
研
究
、商
品
開
発
・
造
成
な
ど
を
総
合

的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、「
川
と
と
も
に
生

き
る
ま
ち 

四
万
十
市
」を
効
果
的
・
効
率
的
に
発
信
し
、観

光
客
の
誘
客
や
地
域
特
産
品
の
地
産
外
商
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
4
月
1
日
付
で（
株
）A
N
A
総
合
研
究
所
よ
り
観
光

商
工
課
観
光
係
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
笠
井
聖
子
で
す
。

　
私
の
今
回
の
任
務
は
、四
万
十
市
の
観
光
情
報
の
発

信
、旅
行
商
品
造
成
お
よ
び
首
都
圏
に
お
け
る
誘
客
活

動
、接
遇
力
向
上
に
向
け
た
機
運
醸
成
、行
政
女
性
チ
ー

ム
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
企
画
立
案
等
で
す
。地
域
の
皆

さ
ま
や
観
光
関
係
団
体
と
協
同
し
、A
N
A
で
約
15
年

培
っ
て
き
た
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
と
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

人
脈
を
活
か
し
な
が
ら
、四

万
十
市
の
観
光
振
興
お
よ
び

地
域
活
性
化
に
向
け
て
励
ん

で
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

か
さ
　
い
　
せ
い
　
こ
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要
施
設
の
整
備
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、来
年
度

ト
ン
ネ
ル
に
続
き
橋
梁
下
部
工
へ
の
着
手
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　

　
次
に「
佐
賀
大
方
道
路
」に
つ
い
て
で
す
。黒

潮
佐
賀
I
C
か
ら
国
道
56
号
、伊
与
木
川
上
空

を
一
気
に
横
断
す
る
伊
与
木
川
大
橋
の
下
部

工
が
着
工
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
有
井
川
地
区
で
も
、本
線
工
事
用
道
路

の
整
備
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、来
年
度
か
ら
も

ト
ン
ネ
ル
な
ど
主
要
施
設
の
設
計
や
工
事
な

ど
が
進
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、昨
年
度
事
業
化
と
な
り
ま
し
た

「
大
方
四
万
十
道
路
」で
す
が
、全
線
の
路
線
測

量
が
完
了
し
て
お
り
、現
在
、来
年
度
完
了
に

向
け
地
質
調
査
、道
路
設
計
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。設
計
完
了
後
に
は
地
元
協
議
な
ど
を
推

進
し
て
い
く
予
定
と
の
こ
と
で
す
。具
体
的
な

ル
ー
ト
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、詳
細
な
図
面
と

い
う
形
で
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
の
も
、

そ
う
遠
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
県
内
の「
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」全

線
開
通
は
ま
だ
時
間
を
要
し
ま
す
。
し
か
し
、

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、国
土
交

通
省
に
よ
り
、事
業
化
区
間
全
て
に
お
い
て
切

れ
目
な
い
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、完
成
へ

と
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。市
と
し

ま
し
て
も
円
滑
に
事
業
進
捗
が
図
ら
れ
る
よ

う
、引
き
続
き
地
籍
調
査
事
業
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
、全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
次
に
、国
道
及
び
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
で
す
。

　
国
道
4
4
1
号
で
は
、口
屋
内
バ
イ
パ
ス
ト

　　
　

※
内
容
は
3
月
市
議
会
定
例
会
時
点
の
も
の

　
で
本
文
中
、本
年
度
は
令
和
2
年
度
、来
年

　
度
は
令
和
3
年
度
を
さ
し
ま
す
。

　　
道
路
網
の
整
備

　
本
市
が
、将
来
に
わ
た
り
四
国
西
南
の
中
心

都
市
と
し
て
持
続
的
発
展
を
遂
げ
る
た
め
、そ

の
礎
石
と
な
る
の
は
、ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
を

な
す
交
通
軸
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今

日
ま
で
多
く
の
関
係
各
所
の
ご
支
援
、ご
協
力

に
支
え
ら
れ
、首
尾
一
貫
し
て
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
が
今

よ
う
や
く
実
を
結
び
、各
所
で
切
れ
目
な
い
道

路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
、高
速
道
路
に
つ
い
て
で
す
。

　
昨
年
7
月
、「
中
村
宿
毛
道
路
」の
全
線
開
通

を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
開

通
は
交
通
混
雑
の
緩
和
、大
規
模
災
害
時
な
ど

の
防
災
力
向
上
の
み
な
ら
ず
、地
域
産
業
振
興

や
観
光
振
興
な
ど
地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
窪
川
佐
賀
道
路
」に
つ
き
ま
し
て

は
、片
坂
バ
イ
パ
ス
に
接
続
す
る
窪
川
・
佐
賀

の
両
工
区
で
、本
年
度
よ
り
ト
ン
ネ
ル
な
ど
主

ン
ネ
ル
工
事
の
中
半
工
区
が
本
年
度
発
注
さ

れ
、来
年
度
か
ら
本
格
的
に
掘
削
が
開
始
さ
れ

る
予
定
で
す
。
久
保
川
工
区
に
つ
き
ま
し
て

も
、ト
ン
ネ
ル
明
か
り
部
工
事
が
佳
境
に
入
る

な
ど
、ト
ン
ネ
ル
工
事
着
工
に
向
け
、着
々
と

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
残
る
未
改
良
区
間
の
中
で
、唯
一
事
業
化
に

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
中
半
バ
イ
パ
ス

で
す
が
、6
月
議
会
で
ご
報
告
し
た
と
お
り
本

年
度
事
業
化
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
事

業
化
は
口
屋
内
バ
イ
パ
ス
完
了
後
、間
髪
入
れ

ず
に
中
半
バ
イ
パ
ス
工
事
へ
の
着
手
を
可
能

と
す
る
も
の
で
あ
り
、全
線
開
通
に
向
け
大
き

な
前
進
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、事
業
主
体
で

あ
る
高
知
県
に
よ
り
用
地
調
査
・
測
量
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。来
年
度
か
ら
は
用

地
買
収
、構
造
物
設
計
な
ど
も
進
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
で
、市
と
い
た
し
ま
し
て
も
残
土
処

理
場
確
保
な
ど
、し
っ
か
り
と
責
務
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、市
街
地
の
環
状
機
能
強
化
を

図
る
た
め
、都
市
計
画
道
路
右
山
角
崎
線
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
、旧
堤

防
の
開
削
工
事
が
完
了
し
、不
破
地
区
と
の
一

体
的
な
通
行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。来
年
度

は
引
き
続
き
、国
道
56
号
交
差
点
に
向
け
改
良

工
事
の
方
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
お
聞
き
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
市
が
目
指
す
集
約
型
都
市
構
造
の
実
現

に
は
、い
ず
れ
の
路
線
も
大
変
重
要
な
路
線
で

あ
り
、よ
り
安
心
・
安
全
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
向
け
、引
き
続
き
県
と
連
携
し
、早
期

完
成
に
向
け
奮
励
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、沈
下
橋
の
修
繕
に
つ
い
て
で
す
。

　
四
万
十
川
に
架
か
る
沈
下
橋
で
、対
策
を
要

す
る
6
橋
の
う
ち
、現
在
通
行
止
め
と
な
っ
て

お
り
ま
す
岩
間
大
橋
と
屋
内
大
橋
で
す
が
、橋

脚
、橋
桁
な
ど
の
補
修
、補
強
を
行
っ
て
お
り
、

本
年
4
月
末
頃
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
れ
ら
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
方
面
か

ら
ご
寄
付
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、市
内
外
か

ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
ま
し
て
、こ
の
場
を

お
借
り
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
沈
下
橋
は
、四
万
十
川
の
景
観
・
観
光
の
拠

点
と
な
る
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、周

辺
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、重

要
な
生
活
道
路
で
も
あ
り
ま
す
。引
き
続
き
機

能
回
復
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
、一
日
も
早

い
通
行
規
制
解
除
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
い
状

況
で
す
。
本
市
議
会
の
力
強
い
後
押
し
も
あ

り
、昨
年
12
月
、国
に
お
い
て「
防
災
・
減
災
、国

土
強
靭
化
の
た
め
の
5
か
年
加
速
化
対
策
」の

閣
議
決
定
が
な
さ
れ
、こ
の
1
月
に
は「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・
好
循

環
の
実
現
」、「
防
災
・
減
災
、国
土
強
靭
化
の
推

進
な
ど
安
全
情
報
伝
達
施
設
費
・
安
心
の
確

保
」の
二
つ
を
柱
と
し
た
第
3
次
補
正
予
算
が

可
決
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
国
の
動
向
を
好
機
と
捉
え
、こ
れ

ま
で
以
上
に
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
に
注

力
し
、高
速
道
路
か
ら
生
活
道
路
ま
で
、市
民

に
と
っ
て
真
に
必
要
な
道
路
事
業
推
進
を
強

力
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
3
年
3
月
市
議
会
定
例
会

ー
抜
粋
ー（
要
旨
）中

　

市

長

施

政

方

針
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補
正
予
算
に
よ
り
国
土
交
通
省
の
排
水
樋
門

の
整
備
が
加
速
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
。市
と
し

て
も
排
水
機
場
の
土
木
工
事
に
着
手
し
て
お

り
、本
年
度
内
に
も
ポ
ン
プ
設
備
、自
家
発
電

設
備
等
、施
設
の
核
と
な
る
部
分
の
工
事
に
着

手
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
県
の
放
水
路
は
、

中
筋
川
側
と
楠
島
川
側
の
接
続
部
分
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
お
り
、現
在
は
楠
島
川
の
堤
防

嵩
上
げ
や
護
岸
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
、引
き
続
き
、国
、県
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、早
期
の
効
果
発
現
を
目
指
し
て
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
同
じ
く
、内
水
対
策
を
進
め
る
入
田
地
区
で

は
、頻
発
す
る
浸
水
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
、昨
年
9
月
に
国
土
交
通
省
、高
知
県
、四
万

十
市
に
よ
る
入
田
地
区
内
水
対
策
協
議
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
会
で
、国
、県
、市
の
役

割
分
担
、具
体
的
施
策
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
、国
で
排
水
樋
門
の
改
築
、県
で
樋
門
へ
の

導
水
路
を
整
備
し
、本
市
で
は
、内
水
対
策
整

備
後
に
お
け
る
効
果
の
維
持
や
避
難
体
制
の

充
実
を
図
る
ソ
フ
ト
対
策
を
実
施
す
る
も
の

と
し
た
、入
田
地
区
内
水
対
策
計
画
を
12
月
に

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
補
正
予
算
に
よ

り
、国
土
交
通
省
の
樋
門
改
築
工
事
が
先
行
し

て
着
手
さ
れ
ま
す
の
で
、内
水
被
害
の
軽
減
に

向
け
た
事
業
が
大
き
く
前
進
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、百
笑
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、近
年
、

全
国
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
激
甚
化
し
た
水

害
か
ら
四
万
十
市
街
を
守
る
た
め
、堤
防
天
端

や
法
面
を
補
強
し
、堤
防
決
壊
に
対
し
て
粘
り

強
い
構
造
と
な
る
よ
う
、堤
防
の
強
化
が
図
ら

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
治
水
事
業

　
治
水
事
業
で
は
、国
土
交
通
省
の
令
和
2
年

度
第
3
次
補
正
予
算
で「
防
災
・
減
災
、国
土
強

靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
」に
お

い
て
、「
流
域
治
水
」等
を
推
進
し
て
い
く
予
算

と
し
て
、四
万
十
川
改
修
事
業
に
約
20
億
円
が

配
分
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、無
堤
地
区
を
解
消
す
る
た
め

に
堤
防
整
備
を
進
め
て
い
る
初
崎
地
区
、相
ノ

沢
川
総
合
内
水
対
策
事
業
で
床
上
浸
水
対
策

を
進
め
て
い
る
具
同
･
楠
島
地
区
に
加
え
、新

規
の
箇
所
と
し
て
、内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被

害
が
頻
発
し
て
い
る
入
田
地
区
や
四
万
十
市

街
地
を
防
御
し
て
い
る
百
笑
地
区
で
の
堤
防

強
化
へ
の
着
手
な
ど
の
治
水
対
策
が
促
進
さ

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、こ
の
3
次
補
正
を
含
む
来
年
度
の
各

事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、無
堤
地

区
で
あ
る
初
崎
地
区
で
は
、洪
水
、高
潮
、津
波

な
ど
の
脅
威
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
高
潮
堤

防
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、現
在
は
、事
業

箇
所
の
中
央
部
に
位
置
す
る
築
堤
が
完
了
し
、

下
流
工
区
の
初
崎
港
周
辺
で
の
築
堤
工
事
が

鋭
意
、進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。本
補
正

予
算
に
よ
る
事
業
の
進
捗
に
よ
り
、下
流
工
区

の
推
進
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、上
流
工
区
へ

の
着
手
も
見
込
ま
れ
て
お
り
、無
堤
地
区
解
消

に
向
け
た
事
業
が
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
同
･
楠
島
地
区
で
は
、平
成
26
年
6
月
豪

雨
に
よ
る
床
上
浸
水
被
害
の
解
消
を
目
指
し

て
、国
土
交
通
省
、高
知
県
と
連
携
し
て
相
ノ

沢
川
総
合
内
水
対
策
事
業
を
進
め
て
お
り
、本

　
河
川
の
流
下
阻
害
と
な
っ
て
い
る
堆
積
土

砂
に
つ
き
ま
し
て
は
、国
土
交
通
省
で
山
路
地

区
の
河
道
掘
削
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、今
後
は

後
川
の
秋
田
地
区
な
ど
の
掘
削
に
着
手
さ
れ

て
ま
い
り
ま
す
。県
で
も
岩
田
川
や
後
川
上
流

域
、古
津
賀
川
、横
瀬
川
な
ど
で
掘
削
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、今
後
も
必
要
箇
所
の
整
備
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
、河
川
の
流
下
能
力
向

上
、増
水
時
の
水
位
低
下
に
よ
り
、治
水
安
全

度
が
向
上
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
は
、全
国
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
甚
大

な
豪
雨
災
害
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。当
市
で

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
豪
雨
災
害

に
備
え
、今
後
も
、国
、県
、市
で
連
携
し
て
、流

域
全
体
で
取
り
組
む「
流
域
治
水
」を
強
力
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、水
害
か
ら
市
民
の
安

心
、安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、治
水
安
全
度

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興

　
ま
ず
、昨
年
度
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、や
む
な
く
中
止
と
し
ま

し
た「
四
万
十
川
花
紀
行
菜
の
花
ま
つ
り
」で

す
が
、本
年
度
は
、感
染
防
止
対
策
な
ど
を
講

じ
、2
月
27
日
を
開
幕
と
し
て
、3
月
21
日
ま

で
の
約
1
か
月
間
、開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
毎
週
末
に
は
、地
域
物
産
販
売
の
ほ
か
、市

内
小
中
高
生
の
皆
さ
ん
の
菜
の
花
コ
ン
サ
ー

ト
、幡
多
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
手
作

り
産
品
の
販
売
な
ど
の
催
し
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
度
は
、高
知
県
で
初
め
て「
第
1

回
O
N
S
E
N
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
i
n
四
万
十
市
」を
、3
月
6
日
に
開
催

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、そ
の
土
地
な
ら
で
は

の
食
を
楽
し
み
、歴
史
や
文
化
を
め
ぐ
り
、四

万
十
川
の
生
命
、力
強
さ
を
体
感
し
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル

を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、そ
の
土

地
の
す
ば
ら
し
さ
を
P
R
し
て
い
く
も
の
で
、

安
並
運
動
公
園
か
ら
郷
土
博
物
館
や
商
店
街

な
ど
を
経
由
し
て
、入
田
ヤ
ナ
ギ
林
菜
の
花
ま

つ
り
会
場
ま
で
約
8
キ
ロ
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

J
R
グ
ル
ー
プ
6
者
や
旅
行
会
社
と
自
治
体

及
び
観
光
関
連
団
体
が
協
力
し
て
、国
内
最
大

級
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
四
国
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
期
間
中
に
は
、本
市
の
誇
る
自
然
美
や
自

然
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、土
佐
の
小
京
都
中

村
の
歴
史
や
文
化
、そ
し
て
食
な
ど
、本
市
の

魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
発
信
す
る
こ
と
で
観

光
誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、し
ま
ん
と
リ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
の
3
年
間
、

国
の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
を
活
用
し
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
切
り
口
と
し
て
、観
光
誘
客
に
加

え
て
、農
林
水
産
業
の
振
興
、人
材
育
成
、地
域

の
活
性
化
な
ど
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
昨
年
8
月
29
日
に
は
、日
本
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

協
会
と
連
携
し
て
、四
万
十
ひ
ろ
ば
で「
第
1

回
B
B
Q
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
し
ま
ん
と
」を
開
催
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の
拡
大
が
続
き
、飲
食
業
や
観
光
業
を
は
じ
め

と
し
て
、様
々
な
業
種
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
大

き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、本
市
で
は
、事
業
の
継
続
や
雇

用
の
維
持
、経
済
回
復
の
た
め
に
、事
業
持
続

化
応
援
金
、商
店
街
等
活
性
化
事
業
費
補
助
金
、

販
売
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費
補
助
金
な
ど
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、県
内
に
お
い
て
も
昨
年
末

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

し
、
12
月
に
は
、県
よ
り
、感
染
拡
大
防
止
の
た

め
に
営
業
時
間
の
短
縮
要
請
や
、「
特
別
警
戒
」

へ
の
対
応
ス
テ
ー
ジ
引
き
上
げ
に
伴
う
外
出
・

移
動
の
自
粛
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、こ
の
要
請
に
よ
り
直
接
的
及
び

間
接
的
に
事
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
受
け

た
事
業
者
に
対
し
て
、市
独
自
で
上
乗
せ
を
行

う「
営
業
時
間
短
縮
要
請
追
加
協
力
金
」と「
営

業
時
間
短
縮
要
請
対
応
臨
時
支
援
金
」を
2
月

よ
り
実
施
し
、事
業
の
継
続
と
雇
用
の
維
持
を

支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、来
年
度
も
引
き
続
き
、消
費
の
喚
起

や
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
に
行
う
事
業
に
対

し
て
支
援
す
る「
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
創
出
事

業
費
補
助
金
」や
、地
域
産
品
の
販
売
促
進
に

取
り
組
む
事
業
者
を
支
援
す
る「
地
域
産
品
販

売
促
進
事
業
費
補
助
金
」を
創
設
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、中
心
市
街
地
は
、人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
、郊
外
大
型
店
舗
の
進
出
な
ど
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
し
た
。
加
え
て
本
年
度
は
、新
型
コ

し
、ス
テ
ー
キ
コ
ン
テ
ス
ト
や
世
界
初
の
四
万

十
川
天
然
鮎
塩
焼
き
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、人
材
育
成
の
た
め
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

検
定
の
実
施
や
農
産
物
等
の
栽
培
調
査
、商
品

開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
進
め
て
お
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い
う
新
た
な
価
値
を
創
造

し
、文
化
と
し
て
四
万
十
川
流
域
に
根
付
か
せ

て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
し
て
、来
年
度
に
は
、し
ま
ん
と
リ
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
し
た
開
放

的
な
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
飲
食
で
き
る
屋

外
観
光
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、密
と

な
り
に
く
い
空
間
を
提
供
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、地
域

資
源
を
活
用
し
た
着
地
型
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
造
成
や
観
光
需
要
の
回
復
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、屋
内
観
光
施
設
の
感
染
防
止
対

策
と
し
て
、い
や
し
の
里
や
カ
ヌ
ー
館
な
ど
の

空
調
機
器
の
機
能
強
化
や
ト
イ
レ
な
ど
の
非

接
触
型
施
設
へ
の
改
修
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
安
全
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、各
種
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、本
市
へ
の

誘
客
や
市
内
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
商
工
振
興

　
昨
年
よ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
も
大
き

く
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
設
置
し
た
四
万
十
市
中
心

商
店
街
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、ニ
ー
ズ
の

掘
り
起
こ
し
や
課
題
の
解
決
、市
街
地
へ
の
回

遊
促
進
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、商
店
街
マ
ッ
プ
の

作
製
や
店
舗
紹
介
サ
ー
ビ
ス
、商
店
街
広
報
誌

に
よ
る
情
報
発
信
、空
き
店
舗
調
査
と
そ
の
解

消
に
向
け
た
支
援
、マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、中
心
市
街
地
へ

人
を
呼
び
込
み
、賑
わ
い
と
元
気
の
創
出
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

　
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

　
リ
レ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
延
期
と
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
今
夏
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
開
催
に
先
立
ち
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
象
徴
で

あ
る
聖
火
リ
レ
ー
が
本
市
に
お
い
て
も
開
催

さ
れ
、4
月
19
日
に
右
山
の
ホ
テ
ル
サ
ン
リ

バ
ー
四
万
十
前
か
ら
赤
鉄
橋
西
詰
ま
で
の
市

街
地
と
、佐
田
沈
下
橋
を
往
復
す
る
2
区
間

で
、厳
重
な
警
備
体
制
の
も
と
16
人
も
の
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
が
ル
ー
ト
を
駆
け
抜
け
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
安
並
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

　
ト
場
改
修

　
安
並
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場
は
昭
和

52
年
3
月
に
完
成
し
、こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、施
設
の
抜
本
的
な
改
修
は

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、経
年
劣
化
な
ど
か
ら
表
面

に
は
多
く
の
ク
ラ
ッ
ク
等
が
発
生
し
、安
全
で

安
心
な
施
設
利
用
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

　
今
回
、国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を

活
用
し
、現
行
5
面
の
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
か
ら
砂

入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
に
改
修
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
完
成
に
よ
り
、安
心
、安
全
で
快
適
な
施
設

の
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、さ
ら
な
る

テ
ニ
ス
競
技
の
普
及
や
大
会
等
の
開
催
が
見

込
ま
れ
る
ほ
か
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興

　
ま
ず
、農
地
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

実
施
中
の
入
田
、三
里
、利
岡
の
3
地
区
と
も

面
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
、現
在
補
完
工

事
や
確
定
測
量
、換
地
業
務
を
順
次
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、事
業
要
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
農

地
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
し
な
が
ら
、事
業
効

果
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
高
収
益
作
物

の
導
入
や
担
い
手
の
育
成
な
ど
、営
農
体
制
の
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デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

　
昨
年
夏
、「
骨
太
の
方
針
」に
お
い
て
、「
新
た

な
日
常
」の
実
現
の
た
め
に
、社
会
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
項
目

と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
構
築
が
最
優
先
政
策
課
題

と
さ
れ
、昨
年
末
に
は
、自
治
体
が
デ
ジ
タ
ル

化
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て「
自

治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
D
X
）推
進
計
画
」と
し
て
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

は
、単
な
る
新
技
術
の
導
入
で
は
な
く
、制
度

や
政
策
、組
織
の
在
り
方
な
ど
を
そ
れ
に
合
わ

せ
て
変
革
し
て
い
く
も
の
で
、具
体
的
に
申
し

ま
す
と
、デ
ジ
タ
ル
技
術
等
の
活
用
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、業
務
効
率
化
を
図
り
、人
的
資
源
を

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
の
対
象
期
間
は
令
和
8
年
3
月

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、今
後
、こ
の
計
画
や
国
か

ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を
参
考
に
、重
点
取
組
事

項
で
あ
り
ま
す「
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
」「
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
」な
ど
に
、順
次
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
複
合
施
設
の
整
備

　
整
備
予
定
地
内
の
民
間
用
地
に
つ
い
て
は
、

不
動
産
売
買
契
約
等
の
締
結
を
終
え
、当
該
用

確
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、集
落
営
農
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
12
月
に
富
山
地
区
で
新
た
に
集
落
営
農

組
織
が
設
立
さ
れ
た
の
に
続
き
、1
月
に
は
楠

島
地
区
、2
月
に
は
三
里
地
区
で
設
立
さ
れ
て

お
り
、こ
れ
ら
を
含
め
、本
市
で
は
31
組
織
の

活
動
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。集
落
営
農
組

織
が
地
域
農
業
の
中
核
を
担
え
る
よ
う
、協
業

経
営
化
や
法
人
化
、さ
ら
に
は
広
域
化
の
推
進

な
ど
、効
率
的
・
安
定
的
な
組
織
運
営
が
行
え

る
よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、産
業
振
興
計
画
で
戦
略
品
目
の
一
つ

に
位
置
付
け
て
い
る「
ぶ
し
ゅ
か
ん
」に
つ
い

て
は
、着
実
に
栽
培
面
積
は
増
え
て
き
て
お

り
、そ
れ
に
伴
い
、今
後
は
生
産
量
の
拡
大
も

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、来
年
度
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
も
活
用
し
、関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
、ぶ
し
ゅ
か
ん
の
知
名
度
向
上
や
販
路

拡
大
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
、将
来
の

安
定
的
な
産
地
形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
わ
さ
び
の
栽
培
実
証
実
験
に
つ
き
ま
し
て

は
、先
月
わ
さ
び
苗
の
定
植
を
終
え
、2
作
目

を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、1

作
目
の
課
題
を
踏
ま
え
、品
質
の
向
上
、採
算

コ
ス
ト
の
研
究
に
努
め
、栽
培
実
証
を
行
い
な

が
ら
、民
間
企
業
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方
面
か

ら
、普
及
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

地
内
に
あ
っ
た
建
物
も
本
年
3
月
末
を
目
途

に
、全
て
解
体
撤
去
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
土
地
の
譲
渡
や
移
転
に
対
し
て
、

快
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
地
権
者
の

皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、関
係
者
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
対
し
ま
し
て
、こ
の
場
を
お
借
り
し
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
実
施
設
計
に
つ
い
て
は
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
3
回
、整
備
検
討
委
員
会
を
2
回

開
催
す
る
中
で
、節
目
で
は「
建
設
予
定
地
近

隣
住
民
説
明
会
」や「
市
民
公
聴
会
」を
開
催

し
、多
く
の
市
民
や
施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
様
々
な
要
望
や
ニ
ー
ズ
等
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、お
お
む
ね
基
本
設
計
に
沿
っ
た
内
容
で

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、本
年
7
月
の
建
設
工
事
着
工
に
向

け
て
鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、ソ
フ
ト
面
で
取
り
組
ん
で
い
る
管
理

運
営
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、施
設
利
用
者
を

対
象
に
し
た「
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
」を
開
催
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、新
施
設
の
運
営
や
利
用
規
則
の
案
に

関
す
る
様
々
な
要
望
等
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

4
回
の
整
備
検
討
委
員
会
で
の
協
議
を
も
っ

て
素
案
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。構

成
は
、①
文
化
複
合
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
、

②
事
業
計
画
、③
施
設
利
用
計
画
、④
施
設
運

営
計
画
、⑤
施
設
管
理
計
画
、⑥
収
支
計
画
、⑦

開
館
準
備
業
務
、⑧
そ
の
他
の
8
項
目
と
し
、

12
月
18
日
か
ら
1
月
18
日
に
か
け
て
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
中

で
は
、27
件
の
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、内
容
を
調
整
し
3
月
中
旬
を

目
途
に
計
画
の
最
終
案
を
ま
と
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
管
理
運
営
実
施
計
画
に
基
づ
き
、来
年

度
は
よ
り
踏
み
込
ん
だ
開
館
準
備
作
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
施
設
整
備

　
水
道
未
普
及
地
対
策
と
し
て
、蕨
岡
地
区
で

平
成
28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
水
道
施
設
整
備
が
3
月
末
で
完
了
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、蕨
岡
地
区
の
皆
さ
ん
へ

の
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、水
道
施
設
の
地
震
対
策
と
し
ま
し

て
、配
水
管
路
の
耐
震
管
へ
の
布
設
替
え
を
順

次
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、基
幹
管
路
を

中
心
に
配
水
管
の
布
設
替
え
を
、竹
島
地
区
な

ど
で
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
規
事
業
と
し
ま
し
て
、具
同
水
源
で
は
送

水
管
路
の
老
朽
化
対
策
と
、安
定
し
た
水
源
水

質
の
確
保
の
た
め
、新
た
な
取
水
施
設
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、西
土
佐
地
域
で
は
、

江
川
﨑
地
区
の
水
道
施
設
老
朽
化
対
策
と
、耐

震
性
能
の
向
上
の
た
め
、浄
水
施
設
や
配
水

池
、配
水
管
路
の
更
新
を
進
め
、清
浄
な
水
道

水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。
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　 (

株)

田
辺
豊
建
設
さ
ま（
具
同
）の
ご
厚
意
に
よ
り
、日

ご
ろ
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
社
会
貢
献
事
業
の

一
環
と
し
て
、市
内
6
校
の
小
中
学
校
の
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
作
業
は
年
度
末
の
お
忙
し
い
中
、3
月
下
旬
の
7
日
間

に
わ
た
り
実
施
い

た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
の
草
刈
り
、

高
木
の
剪
定
等
、

普
段
手
が
届
か
な

い
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
た
だ
き
、

各
学
校
で
は
見
違

え
る
ほ
ど
き
れ
い

に
な
っ
た
環
境
で

気
持
ち
よ
く
新
年

度
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
ご

厚
意
に
感
謝
し
、

お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
国
が
昨
年
10
月
に
、県
が
12
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
行
っ
た
こ
と
を
受
け
、足
並
み
を
そ
ろ
え
連

携
・
協
調
し
て
い
く
た
め
、こ
の
た
び
、市
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、2
0
5
0
年
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
企
業
や
家
庭
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室
効
果

ガ
ス
を
減
ら
す
こ
と
で
、森
林
の
吸
収
分
等
と
相
殺
し

て
、実
質
的
に
排
出
量
を「
ゼ
ロ
」に
す
る
こ
と
が
目
標
と

な
り
ま
す
。

　
市
の
環
境
政
策
に
お
い
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
大
き

な
目
標
で
す
が
、清
流
四
万
十
川
を
有
す
る
四
万
十
市
に

お
い
て
は
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、こ
の
宣
言

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
・
協

力
し
な
が
ら
2
0
5
0
年
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
次
の
世
代
の
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
で

す
の
で
、「
脱
炭
素
」に
向
け
て
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　（
株
）
高
知
電
子
計
算
セ
ン

タ
ー
さ
ま
か
ら
、
金
50
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
新
1
年
生
に
四
万
十
川
に
慣
れ
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
よ
り
下
敷
き
と
色

鉛
筆
・
ク
レ
ヨ
ン
の
セ
ッ
ト
を
、ま
た
、交
通
安
全
を
願
い
、

四
万
十
市
交
通
安
全
指
導
員
会
・
四
万
十
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
か
ら
は
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
等
の
文
具
用
品
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
文
具
は
、教
育
委
員
会
を
通
じ
て
各
小
学

校
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

左から四万十の日実行委員会小松会長、
徳弘教育長（当時）

高木剪定作業の様子

環境学習も「脱炭素」へ向けてのアプローチの1つ

せ
ん
　 

て
い

左から四万十市民憲章推進協議会土森
会長、徳弘教育長（当時）、四万十市交通
安全指導員会浜田会長
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包括的連携協定を締結しました
～四万十市・日本郵便株式会社～
包括的連携協定を締結しました
～四万十市・日本郵便株式会社～

　3月23日、日本郵便株式会社（土佐中村郵便局を代表郵便

局とする市内直営郵便局16局）と四万十市で、地方創生の

推進および市民サービスの向上を図ることを目的に、「包

括的連携協定」を締結しました。

　この協定を機に、日本郵便株式会社が持つ専門的なノウ

ハウやネットワークを活用させていただき、相互連携のも

と、地域見守り活動などによる安心・安全な暮らしの実現

や地域活性化などに取り組み、市の地方創生につなげてい

きたいと思います。

　3月26日、学校法人京都育英館と四万十市で「(仮称)京都看護大学四万十看護学部設置・運営に関する

基本協定」を締結しました。

　市内に大学ができることで、本市のみならず幡多地域への若者の定着や人口減少の抑制とともに、

学生や教員などによる社会貢献活動や消費活動による経済効果、並びに医療の充実、看護の質の向上

などが期待されます。基本協定に基づき、令和5年4月の新学部設置・運営が円滑に実施されるよう、積

極的に連携協力を進めていきます。

　京都看護大学は、京都市立看護短期大学を前身

に、平成26年4月に看護系単科大学として開学し、

これまで多くの看護師人材を輩出しており、多く

の教授陣や京都市立病院と連携した質の高い看護

実習を確保するなど、高等教育機関としての実績

があります。

(仮称)京都看護大学四万十看護学部の開設に向けて協定を締結しました

学校法人京都育英館松尾理事長(左)と市長(右)

※京都看護大学の詳しい情報はこちら

（仮称）四万十看護学部の概要　＝設置構想中＝

●開設時期：令和5年4月（予定）

●開設場所：下田（四万十キャンパス）

●入学定員：80名（4年制・男女共学）

●取得学位：学士（看護学）

●取得可能な資格：看護師国家試験受験資格

新学部の概要

●ヘルシーキャンパス（地域の健康を支える拠点）

　看護職や市民の生涯学習の機会を提供します。

●災害看護の拠点

　地域防災力の強化に貢献します。

新学部の特色

京都看護大学
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　間崎の枕状溶岩（昭和41年に市保

護有形文化財に指定）が、新たに高

知県天然記念物に指定されました。

　枕状溶岩とは、水中で火山噴火が

起こったときに形成される特徴的

な溶岩のことで、海中でマグマが流

れ出て冷やされて固まった表面を、

さらにマグマが突き破って流出す

ることにより、溶岩が枕を積み重ね

たような形状で固まったものです。

「間崎の枕状溶岩」が県指定文化財（天然記念物）へ

　「公私連携幼保連携型認定こども園ひかりこども園」が完成し、3月28日に落成式が行われました。

　「公私連携幼保連携型認定こども園」の開園は県内初で、民間法人の持つ活力やノウハウを活かした保

育サービスの拡充を行いながら、市が運営に積極的に関わる

ことで安定した事業運営を行うものです。

　落成を迎えた新築の園舎は、ゆとりのある保育室や、玄関

からホール、保育室まで、まっすぐに続く広々とした廊下が

あり、子どもたちがのびのびと過ごすことができます。広い

園庭にはシンボルとなる桜の木があり、落成式当日は満開を

迎え、ひかりこども園の門出を祝っているようでした。

　ひかりこども園は4月1日に開園し、107名の児童が元気に

通園しています。

公私連携幼保連携型認定こども園ひかりこども園が開園

　3月27日、老朽化により令和2年度末をもって閉所となるもみじ

保育所の閉所式が行われました。

　閉所式では、在園児による元気な歌が披露され、最後に感謝を込

め「もみじ保育所ありがとう」の発声により、在園児や保護者等が

一斉に色とりどりのバルーンを園庭から飛ばしました。

　昭和30年に保育所として認可されて以来、多くの児童が過ごし

卒園しました。地域の皆さまとともに児童の成長を見守ってきた

もみじ保育所は閉所となりますが、子どもたちには、もみじ保育所

で過ごした日々を誇りとし、新しい環境で伸び伸びと成長してく

れることを期待しています。

もみじ保育所の閉所式が行われました

　「間崎の枕状溶岩」は、白い斜長石の斑晶が目立つ岩石で構成されており、その斑晶は枕状のかたまりの

下半分に集中しています。このような様相を表した枕状溶岩は、県内のみならず世界でも報告例が見当た

らず、学術的に極めて貴重であることから、高知県天然記念物に指定されました。
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　具同小学校では、毎年5年生の総合的な学

習の時間に、米づくりに取り組んでいます。

　この取り組みは、市がブランド化を推進

する「しまんと農法米」と同じ農法（農薬使

用を低減し濁水が流出しないよう少ない水

で代掻きを行う農法）で栽培されており、市

や関係機関が連携し支援を行っています。

　令和2年度はコロナ禍の状況ではありま

したが、児童たちは田植えから稲刈りまで

を無事に終え、地元企業に依頼して、収穫し

た米や栽培したさつまいもを原料としたか

りんとうを作り、米とともに販売しました。

　このたび、売り上げの一部を四万十川清

流保全基金にご寄付いただきました。児童

たちが大人になっても四万十川が清流であ

るように、との願いが込められています。

　市では、今後も同様の学習や体験につい

ての支援を行っていきます。

具同小学校との連携事業に取り組みました

３
月
16
日
　
四
万
十
市
幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
経
営
戦
略
に
係
る
答
申
式

　
　
18
日
　
第
18
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

　
　
19
日
　
第
2
回
四
万
十
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部
会
議

　
　
　
　
　
株
式
会
社
高
知
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
寄
付
贈
呈
式

　
　
　
　
　
四
万
十
市
わ
さ
び
栽
培
協
議
会
　
臨
時
総
会

　
　
20
日
　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
等
竣
工
式
典

　
　
21
日
　
中
村
手
話
サ
ー
ク
ル
わ
か
あ
ゆ
創
立
40
周
年
記
念
総
会

　
　
23
日
　
四
万
十
市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括
的
連
携
協
定
締
結
式

　
　
　
　
　
第
2
回
四
万
十
市
産
業
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

　
　
　
　
　
令
和
2
年
度
第
3
回
四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
第
19
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

　
　
24
日
　
川
登
小
学
校
・
大
川
筋
中
学
校
休
校
記
念
式
典

　
　
25
日
　
四
万
十
市
行
政
改
革
推
進
本
部
会
議

　
　
26
日
　
幡
多
中
央
消
防
組
合
・
幡
多
中
央
環
境
施
設
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　（
仮
称
）京
都
看
護
大
学
四
万
十
看
護
学
部
設
置
・
運
営
に
関
す
る
基

　
　
　
　
　
本
協
定
締
結
式

　
　
27
日
　
も
み
じ
保
育
所
閉
所
式

　
　
28
日
　
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
ひ
か
り
こ
ど
も
園
落
成
式

　
　
30
日
　
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
　
社
員
総
会

　
　
31
日
　
J
A
グ
リ
ー
ン
四
万
十
店
　
竣
工
式

４
月
10
日
　
J
A
グ
リ
ー
ン
四
万
十
店
　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　
　
11
日
　
四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃

３
月
15
日
〜
４
月
14
日

市
長
日
誌

問い合わせ先　市 農林水産課　農業振興係　☎（34）1117　FAX （34）0478
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02 南海トラフ地震臨時情報をご存じですか

～「南海トラフ地震臨時情報」の種類と発表の流れ～
　南海トラフ地震臨時情報の種類には、「調査中」「巨大地震警戒」「巨大地震注意」「調査終了」の4つがあり、

発表までの流れや発表された場合の防災対応は次のとおりです。

　市からは、防災行政無線や緊急速報メール等により、発表された情報や留意事項についてお知らせ
します。「南海トラフ地震臨時情報」が発表された場合は、国や県、市からの呼びかけに応じた対応を取
るようにしてください。

問い合わせ先　市 地震防災課　☎（35）2044　FAX（34）1148

出展：気象庁ホームページ　リーフレット「南海トラフ地震-その時の備え-」（内閣府・気象庁）

防災行政無線が聞こえなかったときは☎34-7800（自動音声にて確認できます。）

間※

間
週
２

南海トラフの想定震源域またはその周辺で
M6.8以上の
地震が発生

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で
通常とは異なる

ゆっくりすべりが発生した可能性

・警戒措置を解除し、さらに１週間、
　地震への注意措置をとる。

日頃からの 地震への
備えを再確認 する等
津波からの避難が間に
合わない一部の地域
では引き続き１週間
　　　　避難を継続

日頃からの地震への
備えを再確認 する等

日頃からの地震への
備えを再確認する等

地震の発生に注意しながら通常の生活を送る。
ただし、大規模地震が起きる可能性が
なくなったわけではない ことに留意
ただし、大規模地震が起きる可能性が
なくなったわけではない

国からの
呼びかけ等に
従って行動を

※

、

後
生
発

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

一部の地域
では引き続き１週間

避難を継続

備えを再確認

備えを再確認

備えを再確認

※１　想定震源域のプレート境界で M8.0 以上の地震が発生
※２　想定震源域、またはその周辺で M7.0 以上の地震が発生（ただし、プレート境界の M8.0 以上の地震を除く）
※３　住民が揺れを感じることがない、プレート境界面のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観測した場合など

通常の生活。ただし、
大規模地震が起きる
可能性がなくなった
わけではないことに
留意

可能性がなくなった
大規模地震が起きる

ただし、

わけではない

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）

間
週
１

間
週
２

地震の発生に注意しな
がら通常の生活を送る。
ただし、大規模地震が
起きる可能性がなくな
ったわけではないこと
に留意

ただし、大規模地震が
起きる可能性がなくな
ったわけではない

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

防災対応をとる必要あり 必要なし

プレート境界の
M8.0 以上の地震（※１）

M7.0以上の
地震（※２）

ゆっくりすべり
（※３）

それ以外

発生から5分～30分後
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市
で
は
、災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
各

種
補
助
事
業
を
設
け
て
い
ま
す
。

住
宅
耐
震
化
事
業

①
耐
震
診
断
　
※
随
時
受
付

　
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、住
宅
の
耐
震
度

を
調
査
し
ま
す
。

■
対
象

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ

　
た
住
宅

■
補
助
金
額

　
全
額
補
助（
3
万
4
千
5
7
2
円
）

②
耐
震
改
修
設
計

　
耐
震
診
断
の
結
果
、評
点
が
1
・
0
未
満

（
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
）の
住
宅
を
、1
・
0

以
上（
一
応
倒
壊
し
な
い
）に
す
る
た
め
の

補
強
計
画
図
等
を
建
築
士
が
作
成
し
ま
す
。

■
対
象

　
市
の
耐
震
診
断
を
受
診
し
、評
点
が
1
・
0

　
未
満（
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
）と
な
っ
た

　
住
宅

■
補
助
金
額

　
全
額
補
助（
33
万
円
）

　
※
上
限
を
超
え
た
場
合
は
一
部
負
担
あ
り

■
実
施
件
数
　
53
件（
予
定
）

③
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
設
計
で
作
成
し
た
補
強
計
画
図
等

を
も
と
に
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　
市
の
耐
震
診
断
、設
計
を
経
て
耐
震
改
修

　
工
事
を
行
う
住
宅

■
補
助
金
額

　
上
限
92
万
5
千
円

■
実
施
件
数
　
99
件（
予
定
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
対
策
事
業

　
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
、撤
去
お
よ
び
安
全
な
フ
ェ
ン
ス
等

へ
の
改
修
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

■
対
象

　
避
難
路
等
に
面
し
て
い
る
危
険
性
の
高

　
い
既
存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

■
補
助
金
額
　
上
限
20
万
5
千
円

■
実
施
件
数
　
15
件（
予
定
）

《
耐
震
改
修
設
計
・
工
事
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震

対
策
事
業
の
受
付
方
法
等
》

　
次
の
と
お
り
受
付
を
行
い
、実
施
順
位
の

決
定
は
抽
選
と
し
ま
す
。決
定
し
た
順
位
が

実
施
件
数
内
に
入
ら
な
か
っ
た
方
は
、来
年

度
優
先
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、申
請
書
と
必
要
書
類
の
提
出

　
が
必
要
で
す
。詳
し
い
申
請
方
法
に
つ
い

　
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
5
月
14
日（
金
）〜
6
月
15
日（
火
）

■
抽
選
日
時
　
6
月
18
日（
金
）15
時
〜

■
抽
選
会
場
　
市
役
所
3
階
会
議
室

家
具
転
倒
防
止
対
策
事
業
　
※
随
時
受
付

　
地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を
守
り
、よ
り
安
全

で
迅
速
な
避
難
が
行
え
る
よ
う
家
具
転
倒

防
止
対
策
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
支
援
内
容

　
申
し
込
み
に
基
づ
き
、市
が
指
定
す
る
団

体（
事
業
者
ま
た
は
自
主
防
災
組
織
）に
家

具
等（
タ
ン
ス
、食
器
棚
、冷
蔵
庫
等
最
大
4

台
ま
で
）の
転
倒
防
止
資
機
材
の
取
り
付
け

作
業
を
依
頼
し
ま
す
。作
業
費
は
市
が
負
担

し
、固
定
金
具
等
の
資
材
費
は
申
請
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
世
帯
　
全
世
帯

問
い
合
わ
せ
先
・
申
請
先

　
市 

地
震
防
災
課

　
☎（
3
5
）2
0
4
4

　
FAX（
3
4
）1
1
4
8

アプリで防災情報を配信しています

iPhone版 Android版

ヤフー防災速報 検索

友だち追加

検索ID：@shimantocity

LINE(防災行政無線放送内容を配信) Yahoo!防災速報(市からの緊急情報を配信)
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地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し

ま
す
。

■
補
助
対
象
者

・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
太
陽
光     

　
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内
の
太
陽
光

　
シ
ス
テ
ム
付
き
新
築
住
宅
を
購
入
す
る

　
方

※
自
ら
が
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
結
ぶ

　
こ
と
が
で
き
る
、市
税
の
滞
納
が
な
い
等

　
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
出
力
1
kw
あ
た
り
3
万
円

　（
上
限
12
万
円
）

■
受
付
開
始
　
4
月
1
日（
木
）か
ら
随
時

　
※
必
ず
工
事
開
始
前
に
申
請
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。事
後
申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

　
申
請
書
と
必
要
書
類
の
提
出

※
申
請
書
は
左
記
に
て
配
布
の
ほ
か
、市
公

　
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
市 

環
境
生
活
課
　
四
万
十
川
・
環
境
係

　
☎（
３
４
）６
１
２
６

　
FAX（
３
４
）７
４
６
６

　
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
下
水
道

区
域
拡
張
工
事
等
に
よ
り
、次
の
区
域
で
本

年
4
月
1
日
か
ら
下
水
道
の
利
用
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

☆
駅
前
町（
一
部
）、右
山
天
神
町（
一
部
）、

　
右
山
元
町
2
丁
目（
一
部
）、・
角
崎（
一
部
）、

　
中
村
丸
の
内（
一
部
）

　
区
域
の
詳
細
は
、左
記
窓
口
で
縦
覧
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市 
上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
9

　
FAX（
3
4
）0
3
8
1

　
市
で
は
、生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
き
、一
律
30

万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
受
付
は
先
着
順
で
、受
付
開
始
日

は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所

掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。補

助
に
つ
い
て
の
条
件
や
手
続
き
等
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
本庁 

上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎（
3
4
）6
1
2
9

　
FAX（
３
４
）0
3
8
1

　
支所 

地
域
企
画
課
　
地
域
振
興
係

　
☎（
5
2
）1
1
1
1

　
FAX（
5
2
）2
1
2
4

　
市
で
は
、有
機
農
業
推
進
の
一
環
と
し
て

化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
土
づ
く
り
の
た
め

に
市
内
で
生
産
し
販
売
さ
れ
て
い
る
、畜
産

た
い
肥
や
有
機
物
の
購
入
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
販
売
を
目
的
に
農
産
物
の
生
産
を
行
っ
て

　
い
る
市
内
の
農
業
者
個
人
ま
た
は
団
体

■
助
成
対
象
期
間

　
4
月
1
日
〜
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で

　
に
購
入
・
散
布
委
託
し
た
も
の

※
必
ず
購
入
ま
た
は
委
託
の
前
に
市
に
申

　
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
前
に
購
入
・
委

　
託
し
た
も
の
は
対
象
外
）

■
助
成
内
容

①
た
い
肥
等
購
入
費
の
一
部

　
畜
産
堆
肥
・
も
み
が
ら
堆
肥
な
ど
の
購
入

　
費
の
1
／
3
以
内
を
助
成

　（
上
限
額

：

個
人
2
万
円
　
団
体
5
万
円
）

②
た
い
肥
等
散
布
委
託
費
の
一
部

　
農
作
業
受
託
組
織
等
へ
の
機
械
散
布
委

　
託
に
要
し
た
経
費
の
1
／
3
以
内
を
助
成

問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

　
本庁 

農
林
水
産
課
　
農
業
振
興
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
7

　
FAX（
３
４
）0
4
7
8

　
支所 

産
業
建
設
課
　
産
業
振
興
係

　
☎（
5
2
）1
1
1
3

　
FAX（
5
2
）2
1
2
4

｢広報しまんと｣
スマートフォンで

配信中!
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固定資産税が減額される場合があります
住宅を改修したときは、届出を

令和3年度固定資産税の納期

問い合わせ先

　本庁 税務課　資産税係　☎(35)4428　FAX （34）8180

　支所 西土佐住民分室　　☎(52)1112　FAX （52）2124

※納税通知書・課税明細書は5月中旬に発送します

納
　
期

第1期

第2期

第3期

第4期

5月31日まで

8月 2日まで

9月30日まで

12月27日まで

省エネ改修 バリアフリー改修 耐震改修

○平成20年1月1日以前から所
在している住宅（280㎡以下、
賃貸住宅を除く。）
○令和4年3月31日までに現行
の省エネ基準に新たに適合
する工事を行った住宅
○当該改修工事に要した費用
が50万円以上であること
○現在、新築住宅軽減・耐震改
修工事による減額を受けて
いないこと
○既に省エネ改修による減額
の適用を受けていないこと

対象となる改修工事
外気などと接するものの工事
に限る
①窓の改修工事
②床の断熱改修工事
③天井の断熱改修工事
④壁の断熱改修工事

※①の工事は必ず行うこと

改修工事完了後3か月以内に、
①熱損失防止改修工事証明書
（建築士、指定確認検査機関
または登録住宅性能評価機
関が証明したもの）
②工事完了日がわかる書類
③領収書等の写し
を持参のうえ、申告

3分の1を減額
※一戸あたり120㎡分まで
※工事完了の翌年の課税分の
み（バリアフリー改修に伴う
減額措置との同時適用可能）

○新築された日から10年以上を経
過した住宅（280㎡以下、賃貸住宅
を除く。）
○令和4年3月31日までに工事が完
了した住宅
○補助金や介護保険の給付等を除
く自己負担額が50万円以上の改
修工事
○現在、新築住宅軽減・耐震改修工
事による減額を受けていないこと
居住者要件
①65歳以上の方（改修工事が完了し
た年の翌年1月1日における年齢）
②要介護認定または要支援認定を
受けた方
③障害者手帳を持っている方

対象となる改修工事
①廊下の拡幅
②階段のこう配緩和
③浴室の改良
④トイレの改良
⑤手すりの取り付け
⑥床の段差解消
⑦引き戸への取り換え
⑧床の滑り止め化

改修工事完了後3か月以内に、
①領収書等の写し
②工事明細書
③改修個所の図面、写真等
④居住者要件が確認できる書類
⑤補助金を受けた場合は、補助金
交付決定書の写し
を持参のうえ、申告

3分の1を減額
※一戸あたり100㎡分まで
※工事完了の翌年の課税分のみ（省
　エネ改修に伴う減額措置との同
　時適用可能）

○昭和57年1月1日以前から所在
している住宅（併用住宅は、居
住部分の割合が2分の1以上の
もの）
○令和4年3月31日までの間に現
行の耐震基準に適合する工事
が完了した住宅
○当該改修工事に要した費用が
50万円以上であること

改修工事完了後3か月以内に、
①耐震基準に適合した工事であ
ることの証明書（地方公共団
体、建築士、登録住宅性能評価
機関、指定確認検査機関、住宅
瑕疵担保責任保険法人が証明
したもの）
②耐震改修に要した費用の額が
わかる書類等
③工事完了日がわかる書類
を持参のうえ、申告

2分の1を減額
※一戸あたり120㎡分まで
※工事完了の翌年の課税分から、
　その他欄に示す期間

減
額

対
象
家
屋
・
要
件

そ
の
他

申
告
期
間
・
必
要
書
類

減額される期間

改修完了日

①令和4年3月31日

②上記改修完了日で高
知県耐震改修促進計
画に記載された道路
に敷地が接するもの

減額期間

1年間

2年間
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納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

≪

注
意≫

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、毎
年
4
月
1

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。4
月

2
日
以
降
に
廃
車
・
名
義
変
更
を
し
て
も
、

4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
に
全
額
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
は
4
月
末
ご
ろ
に
発
送
し

ま
す
。領
収
書
部
分（
納
付
者
控
）の
納
税
証

明
書
は
、車
検
の
際
に
必
要
で
す
。大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
障
害
者
に
対
す
る
減
免
】

■
申
請
期
間

　
納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
5
月
24
日

（
月
）ま
で

※
原
則
、障
害
者
本
人
が
所
有（
名
義
登
録
）

　
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
が
対
象

　
精
神
障
害
、知
的
障
害
、
18
歳
未
満
の
身

　
体
障
害
の
方
は
、生
計
を
一
に
す
る
方
が

　
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
も
対
象

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
等
、納
税
通
知
書
、車

検
証
、運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証
、納
税

義
務
者
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド

※
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、委
任
状
、

　
代
理
人
の
身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

　
等
）も
必
要

■
そ
の
他

　
障
害
の
区
分
や
等
級
、軽
自
動
車
等
の
使

用
条
件
等
に
よ
っ
て
は
、減
免
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
本庁 

税
務
課
　
市
民
税
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
2

　
FAX（
3
4
）8
1
8
0

　
　 m

in
ze
i@
c
ity
.shim

a
n
to
.lg
.jp

　
支所 

西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
2

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31
日（
月
）

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
、銀
行
、郵
便
局
、農

協
な
ど
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。便
利
な
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
、ス
マ
ホ
収
納
も
利
用
可
能

と
な
り
ま
し
た
。詳
し
く
は
納
税
通
知
書
の

裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、身
体
障
害
者
等
の
減
免
手
続
き
期

限
も
5
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
幡
多
県
税
事
務
所

　
☎（
3
5
）5
9
7
2

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、

18
歳（
18
歳
に
な
っ
た
日
か
ら
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
の
期
間
）ま
で
の
子
ど
も
が
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
や
、両
親
の
い
な
い
子
ど
も

な
ど
の
医
療
費
の
う
ち
、保
険
診
療
分
の
一

部
負
担
金（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額
は

除
く
。）を
助
成
す
る
制
度
で
す
。所
得
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯（
※
1
）が
対
象

で
、申
請
し
た
翌
月
か
ら
助
成
し
ま
す
。

※
1
　
こ
の
制
度
で
は
、年
少
・
特
定
扶
養

控
除
を
所
得
控
除
額
に
加
え
、所
得
審
査
に

お
け
る
所
得
税
額
を
再
計
算
し
ま
す
。

☆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新

　
5
月
は
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資

格
の
更
新
月
で
す
。該
当
者
は
次
の
要
領
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
5
月
6
日（
木
）〜
31
日（
月
）

※
土
、日
は
除
く
。

■
持
参
す
る
も
の

　
健
康
保
険
証
、印
鑑
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
等

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
本庁 
子
育
て
支
援
課
　
支
援
係

　
☎（
3
4
）1
8
0
1

　
FAX（
3
4
）9
0
0
3

　
支所 

西
土
佐
福
祉
こ
ど
も
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

　
FAX（
5
2
）1
0
2
4

20
歳
到
達
者
へ
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
制
度
の
内
容
や
メ
リ
ッ
ト
、保

険
料
の
納
付
方
法
や
免
除
の
手
続
き
な
ど

を
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
分

か
り
や
す
く
動
画
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　h
t
t
p
s
:/
/
w
w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp
/

t
o
k
u
s
e
t
s
u
/
2
0
k
a
n
y
u
.h
t
m
l

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　
ご
希
望
の
方
は
、必
ず
事
前
に
予
約
の
う

え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
時
に
は
本
人
・
代
理
人
確
認
の
た
め

の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）や
、年
金

手
帳
・
年
金
証
書
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

代
理
人
は
委
任
状（
基
礎
年
金
番
号
、相
談

内
容
・
交
付
物
の
記
載
）が
必
要
で
す
。

※
年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を
希
望

　
す
る
場
合
は
、運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー

　
ト
な
ど
公
的
機
関
の
発
行
し
た
有
効
期

　
限
内
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書
が
必
要

　
で
す
。

■
日
時

　
5
月
20
日（
木
）10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

■
場
所
　
西
土
佐
総
合
支
所

■
予
約
受
付
　
幡
多
年
金
事
務
所

※
予
約
が
埋
ま
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
幡
多
年
金
事
務
所

　
☎（
3
4
）1
6
1
6
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四万十市の出来事を写真でお届けします! ーSHIMANTO CITY PHOTOSー

四万十の日　船上結婚式

　4月10日の「四万十の日」、1組のカップルが四万
十川に浮かぶ屋形船で結婚式を挙げ、新たな人生
の船出を迎えました。
　この結婚式は、市内の貸衣装店や遊覧船業者等
で構成された四万十D＆Hが主催するもので、今
年で17回目となります。
　島崎夫妻は、佐田沈下橋から三里沈下橋まで屋
形船で川を上り、祝賀の集いを行ったあと踊りや
歌、バルーン、フラワーシャワーによる祝福を受
け、幸せいっぱいの笑顔を浮かべていました。
　また、ご夫妻より、挙式費用の一部を四万十川
清流保全基金にご寄付いただきました。ありがと
うございました。

「笑顔を届ける2021」
笑顔よ届け！願いよ叶え！　開催

　3月23日、【「笑顔を届ける2021」笑顔よ届け！

願いよ叶え！】と題し、地域住民の皆さんや関係

者の協力により、天神橋アーケード内の柱やボー

ドに笑顔あふれる写真約70点が展示されました。

　これは、皆さんと一緒に笑顔と元気を発信しよ

うと、天神橋商店街振興組合が企画したもので、

コロナ禍ではありますが、写真を見た皆さんが笑

顔であたたかい春を過ごし、そして、笑顔で元気

に夏を迎えてもらいたいという思いが込められ

ています。写真は5月31日（月）まで天神橋アー

ケード内に展示されますので、お越しの際は、ぜ

ひご覧になってください。

第32回四万十川
リバーサイドフルウォーク2021開催!!

　4月3日・4日の2日間、四万十川リバーサイドフ

ルウォークが開催されました。

　昨年は新型コロナウイルスの影響により中止

となったため、2年ぶりの大会となりました。

　2日間ともあいにく雨まじりの天気となったこ

ともあり、例年より少ない119名のウォーカーが、

春の四万十川沿いを歩きました。雨に濡れながら

のフルウォークでしたが、参加者の皆さんは「久

しぶりに長い距離を歩いて大変だったけど楽し

かった」「コロナで大変だけど来年も開催してく

ださいね」と笑顔でゴールしていました。

ONSEN・ガストロノミー
ウォーキング高知県初開催

　3月6日、四万十市の自然・歴史を感じながら「め
ぐって」、その土地の美味しいもの・お酒を「食べ
て（飲んで）」、ウォーキング後に温泉に「つかっ
て」を体感できる「第1回ONSEN・ガストロノミー
ウォーキング in 四万十市」が開催され、参加者99
名が安並運動公園から入田ヤナギ林までの約
8kmのコースのウォーキングを楽しみました。
　参加者からは「地元の方からのおもてなしもう
れしく、感動しました」「たくさんの人の手によっ
て作られた温かいイベントで、食事もおいしかっ
た」といった声をいただきました。運営スタッフ
としてご協力いただいた皆さま、ありがとうござ
いました。

四
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教
室
・
講
座

①
中
国
文
化
交
流
講
座（
受
講
料
無
料
）

　
中
国
の
文
化
や
歴
史
、簡
単
な
中
国
語
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

▼
開
講
日
・
時
間

　
6
月
14
日
か
ら
令
和
4
年
2
月
28
日
ま
で
の
第
2
・
4
月

　
曜
日（
祝
日
等
は
休
講
）　
19
時
〜
21
時

▼
定
員
　
30
名
程
度
　
※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
対
象
者
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通
学
し
て
い
る
方

▼
講
師
　
四
万
十
市
国
際
交
流
員
　
蒋 

潔
程

②
中
国
語
講
座

　
簡
単
な
日
常
用
語
や
日
常
会
話
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

▼
開
講
日
・
時
間

　
6
月
7
日
か
ら
令
和
4
年
2
月
28
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

　（
祝
日
等
は
休
講
）　
19
時
〜
21
時

▼
定
員
　
20
名
程
度

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
初
め
て
の
方
を
優
先
と
し
、そ
の

　
他
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通
学
し
て
い
る
方
、

　
　
　
　
　
中
国
語
初
級
程
度
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
、

　
　
　
　
　
も
し
く
は
同
等
レ
ベ
ル
に
あ
る
方

▼
講
師
　
武
内 

睦
美

▼
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代（
実
費
）、会
費
が
必
要

※
月
2
回
の
学
習
は
市
負
担
、そ
の
他
は
受
講
者
負
担
で
す
。

①
②
共
通

▼
場
所
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
間
　
5
月
10
日（
月
）〜
20
日（
木
）

③
令
和
3
年
度
四
万
十
シ
ル
バ
ー
教
室

▼
開
講
日
　
6
月
〜
令
和
4
年
3
月（
全
20
回
）

▼
開
講
講
座（
一
人
2
講
座
ま
で
受
講
可
）

※
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
初
め
て
の
方
を
優
先
と
し
、そ
の

　
他
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
開
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
方

▼
申
込
期
間
　
5
月
6
日（
木
）〜
17
日（
月
）

▼
負
担
金

　
月
2
回
の
学
習
日
の
う
ち
、1
回
は
受
講
者
の
負
担
金
が

　
必
要
で
す
。講
座
に
よ
り
金
額
は
異
な
り
ま
す
。

四
万
十
シ
ル
バ
ー
教
室
開
級
式

　
・
日
時
　
5
月
28
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時

　
・
場
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
ア
リ
ー
ナ
）

①
②
③
共
通

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
申
込
用
紙
の
提
出

※
電
話
申
込
の
場
合
は
、申
込
期
限
内
に
申
込
用
紙
を
提
出

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
、市 

生
涯
学
習
課
に
て
配
布
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　
・
講
座
日
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、講

　 

座
を
一
時
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
②
③
の
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
市 

生
涯
学
習
課
　
公
民
館
運
営
係

　（
古
津
賀
4
丁
目
41
番
地
）

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
を
除
く
。）

し
ょ
う   

け
つ  

て
い

講座名

ダンス

家庭園芸

水彩画

詩吟

生け花

書道1

書道2

民踊

楽しい踊り

講師名

岡村 眞弓

木山 徹

野村 ナナミ

山口 禮子

中屋 恵子

柿葉 梢風

柿葉 梢風

福田 清子

岡村 眞弓

学習日

第1・3月曜日　9：30～11：30

市民スポーツセンター

第1・3月曜日　13：30～15：30

市立文化センター

第2・4月曜日　13：30～15：30

市立文化センター

第1・3水曜日　13：30～15：30

市立武道館

第2・4火曜日　9：30～11：30

市立文化センター

第1金曜日・第3水曜日　13：00～15：00

市立武道館

第2・4金曜日　13：00～15：00

市立武道館

第2・4木曜日　9：30～11：30

市立武道館

第1・3金曜日　9：30～11：30

市立武道館

備考

ダンスシューズが必要（レクダンス・フォー

クダンス・創作ダンス等）　定員15名

用具は各自が用意（実技の時のみ）

定員35名

用具は各自が用意

定員30名

定員10名

花代実費が必要

定員30名

用具は各自が用意

定員26名

用具は各自が用意

定員26名

ダンスシューズが必要

定員50名

ダンスシューズが必要（民踊・新民踊・創

作舞踊等）　定員30名

し
ま
ん
と
情
報
掲
示
板
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ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

講
座
受
講
生
募
集

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
！

▼
日
時

　
6
月
〜
令
和
4
年
3
月
ま
で
の
毎
月
第
1
・

　
第
3
土
曜
日
　
14
〜
16
時

※
日
程
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所
　
市
立
武
道
館
　
会
議
室

▼
対
象
者
　
小
学
3
年
生
〜
中
学
3
年
生

▼
募
集
人
数
　
10
名
程
度

※
申
込
が
少
な
い
場
合
開
催
し
な
い
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

▼
講
師
　
西
尾
昌
憲（
中
村
交
響
楽
団
員
）

▼
レ
ッ
ス
ン
料
 
1
千
円
／
月

▼
楽
器

　
原
則
自
前（
レ
ン
タ
ル
も
で
き
ま
す
。）

※
レ
ン
タ
ル
料
は
1
千
円
／
月

▼
申
込
期
限
　
5
月
21
日（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
四
万
十
川
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務

　
局（ 

市 

生
涯
学
習
課
内
）

　
☎（
3
4
）7
3
1
1

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

シ
ニ
ア
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
会
員
募
集

　
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
一
般
的
な
学
習
だ
け

で
な
く
、個
々
の
問
題
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
教
室
で
す
。
激
増
す
る
詐
欺

P
O
P
や
詐
欺
メ
ー
ル
に
対
処
で
き
て
い
ま

す
か
？
あ
な
た
の
知
り
た
い
こ
と
を
と
も
に

学
び
ま
し
ょ
う
。
初
め
て
学
習
す
る
方
も
大

歓
迎
で
す
。

▼
参
加
募
集
教
室

①
毎
週
火
曜
日
　
10
時
〜
12
時
30
分

　
会
場
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

②
毎
週
水
曜
日
　
10
時
〜
12
時
30
分

　
会
場
　
四
国
労
働
金
庫
中
村
支
店
2
階

③
毎
週
土
曜
日
　
10
時
〜
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時

　
会
場
　
四
万
十
市
役
所
会
議
室

※
教
室
は
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

▼
定
員
　
各
教
室
10
名
程
度

※
複
数
の
教
室
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
受
講
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
教
室
運
営
費
等
と
し
て
月
額

　
3
千
円
の
負
担
が
必
要
で
す
。
複
数
の
教

　
室
に
参
加
す
る
場
合
は
、追
加
負
担
な
し

　
で
受
講
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
N
P
O
法
人
四
万
十
市
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク（
担
当
川
山
）（
安
並
5
3
7
4
）

　
☎
0
9
0-

4
9
7
8-

2
4
5
2

　
　 ssnw

-jim
uky
oku@

kouc
hi-shim

a
nto.

　
　 c

om

催
　
し

第
64
回
　
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

　
高
知
新
聞
社
、R
K
C
高
知
放
送
、高
知
新

聞
社
会
福
祉
事
業
団
の
主
催
に
よ
る
金
婚
夫

婦
祝
福
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、6
月
7
日（
月
）ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
式
典
日
時
　
9
月
1
日（
水
）14
時
開
式

▼
式
典
会
場
　
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

▼
資
格

　
昭
和
46（
1
9
7
1
）年
1
月
1
日
か
ら
同

　
年
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
県
内
在

　
住
の
夫
婦（
そ
れ
以
前
の
結
婚
で
も
初
め

　
て
参
加
す
る
方
は
可
）

▼
申
込
方
法

　
便
せ
ん
等
に
夫
婦
の
①
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

　
②
生
年
月
日
、③
年
齢
、④
職
業（
無
職
の
場

　
合
は
元
職
）、⑤
郵
便
番
号
、⑥
住
所
、⑦
電

　
話
番
号（
携
帯
電
話
含
む
。）、⑧
結
婚
記
念

　
日
、⑨
氏
名
等
の
新
聞
掲
載
可
否
を
明
記
し

　
て
提
出

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　（
株
）高
知
新
聞
企
業
事
業
部「
金
婚
式
」係

　
〒
7
8
0-

8
6
6
6

　
高
知
市
本
町
3-

2-

15

　
☎
0
8
8（
8
2
5
）4
3
2
8

　
本庁 

高
齢
者
支
援
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
〒
7
8
7-

8
5
0
1

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4
丁
目
10
番
地

　
☎（
3
4
）8
0
6
6

　
支所 

保
健
課
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

　
〒
7
8
7-
1
6
0
3

　
四
万
十
市
西
土
佐
用
井
1
1
1
0-

28

健
康
・
福
祉

大
人
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
の
有
効
期
限
延
長

　
令
和
元
年
度
、令
和
2
年
度
に
送
付
し
た

ク
ー
ポ
ン
券（
無
料
検
査
券
・
無
料
予
防
接
種

券
）の
有
効
期
限
が
令
和
4
年
2
月
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
象
者
は
、接
種
の
機
会
が
な
か
っ
た
昭

和
37
年
4
月
2
日
〜
昭
和
54
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
男
性
で
す
。

　
抗
体
検
査
を
受
け
、そ
の
結
果
十
分
な
抗

体
が
な
い
と
判
定
さ
れ
た
方
に
対
し
、予
防

接
種
を
行
う
も
の
で
す
。
有
効
期
限
内
に
実

施
医
療
機
関
で
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
の
場
合

は
、原
則
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
他
世
代
の
抗
体
保
有
率
が
約
90
％
で
あ
る

の
に
対
し
、当
該
世
代
の
男
性
は
79
％
と
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
世
代
の
保
有
率
を
上
げ

る
こ
と
は
風
し
ん
の
ま
ん
延
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す
る

と
、生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
目
や
耳
、心
臓

に
障
害
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分

と
家
族
を
守
る
た
め
に
、風
し
ん
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市 

健
康
推
進
課
　
地
域
保
健
係

　
☎（
3
4
）1
8
2
3

　
FAX（
3
4
）0
5
6
7
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マ
ム
＆
チ
ル
ド
レ
ン

　
広
い
体
育
館
で
、子
ど
も
た
ち
を
思
い
き
り
遊
ば
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
見
守
り
の
も
と
、親
ど
う

し
の
交
流
や
育
児
相
談
も
行
い
ま
す
。

▼
令
和
3
年
度
の
開
催
予
定

　
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日（
祝
日
除
く
。）

※
5
月
は
12
日
と
26
日
に
開
催

▼
時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
　
無
料（
初
回
の
み
保
険
料
8
百
円
）

※
見
守
り
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市 

子
育
て
支
援
課
　
企
画
係
　
☎（
3
4
）9
0
0
7

子
育
て
ひ
ろ
ば「
と
こ
と
こ
」

　「
と
こ
と
こ
」は
、子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
が
運
営
す
る
、

屋
内
型
の
公
園
で
す
。お
む
つ
替
え
・
授
乳
ス
ペ
ー
ス
、飲

食
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
年
齢
　
0
歳
〜
　
▼
場
所
　
ア
ピ
ア
さ
つ
き
1
階

▼
開
所
時
間
　
9
時
〜
19
時

　
地
域
の
方
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
お
さ
が
り
お
も
ち
ゃ

や
、「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」監
修
の
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　
カ
ド
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
代
表
　
伊
與
田
紗
希

　
☎
0
9
0-

9
2
4
9-

9
8
7
8

　
　 c

u
d
d
le
fa
m
ily
2
0
1
8
@
g
m
a
il.c
o
m

育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気
軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所し
ての相談にも応じます。
※活動のある時間帯は、相談に応じられない場合があり
　ます。

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
　　親子ふれあい活動

作って遊ぼう
紙コップを使っておもちゃを作ろう！できたらお母さん

やお友だちと一緒に遊ぼうね♪

5月27日（木）　9：30～11：30

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

ぽっぽで遊ぼう
手遊びやふれあい遊びをしながら親子で遊びましょう！

6月2日（水）　9：30～11：30

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

時

時 時

元小児科医師・澤田敬先生を招き、子育てのお話をしてい

ただきます。子育ての不安や悩みにも、答えていただけま

す。初めての方もお気軽にお越しください。

5月18日(火)　10：00～11：30

◆ぽっぽの広場（子育て講座）妊婦・0・1・2・3歳児対象

時

4月・5月生まれのお友だちの誕生日をお祝いしようね。

[ぴよちゃんクラブ]　5月20日(木)　9：30～11：30

[1・2・3歳児]（ぽっぽ）　5月21日(金)　9：30～11：30

◆お誕生会

　　その他の活動　

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター
“ ぽっぽ ”

右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

保育所名

開放時間

具同保育所

9：30～10：30

古津賀保育所

9：30～10：30

利岡保育所

9：30～10：30

蕨岡保育所

9：30～11：00

★東中筋保育所

10：00～11：00

★中筋保育所

9：30～10：30

★大用保育所

9：30～10：30

月日

5/12、6/10

5/12

6/9

5/13

5/10、17、24

6/7

5/11、18、25

5/10、17、24

6/7

保育所名

開放時間

愛育園

9：30～10：30

あおぎ保育所

9：30～10：30

東山保育所

9：30～10：30

八束保育所

9：30～10：30

★下田保育所

9：30～10：30

★竹島保育所

9：30～10：30

月日

5/25、6/7

5/12

5/19

5/14、6/11

5/11、18、25

6/8

5/10、17、24

6/7

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

時

災害を想定し、防災についてのお話を聞いてみませんか？

初めての方もお気軽にお越しください。

6月7日(月)　10：00～11：00

◆防災講座(妊婦・0・1・2・3歳児対象)

※★の付いた保育所は、天候に関係なく園内も見学可（詳細

　は各保育所にお問い合わせください。）

※具同保育所は、トンボ公

　園に駐車してください。

イベント情報は
Instagram
↓

問い合わせは
公式LINE↓
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①
あ
ん
摩
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、指
圧
、は
り
、

き
ゅ
う
施
術
費
助
成

　
市
民
の
健
康
保
持
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、保
険

適
用
外
の
あ
ん
摩
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、指
圧
、は
り
、き
ゅ
う
の

施
術
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
満
70
歳
以
上
の
方
、身
体
障
害

　
者
手
帳（
1
級
ま
た
は
2
級
）を
有
す
る
方

▼
助
成
額
・
利
用
回
数

　
施
術
1
回
に
つ
き
、施
術
料
金
の
半
額

※
上
限
1
千
円
、百
円
未
満
は
切
り
捨
て

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、事
前
に
市
が
発
行
す
る
施
術
券

　
が
必
要
で
す
。年
度
内
12
回
以
内
で
、市
が
指
定
す
る
施

　
術
所
で
の
利
用
が
対
象
で
す
。

※
年
度
ご
と
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
方
法
　
窓
口

　
※
本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

　
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
や
保
険
証
等
）、印
鑑

②
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成
事
業
の
終
了

　
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
た
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用

助
成
事
業
は
、市
民
病
院
の
脳
外
科
医
師
の
退
職
に
伴
い
、

実
施
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、早
め
に
脳
神
経
外
科

等
へ
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
②
の
問
い
合
わ
せ
先

　
本庁 

健
康
推
進
課
　
健
康
増
進
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　
支所 

保
健
課
　
保
健
係

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

1歳9か月児健診

3か月児・7か月児健診

胸部レントゲン検診（肺がん・結核）

妊婦教室

胸部レントゲン検診（肺がん・結核）

ひまわり健診・前立腺がん検診

胸部レントゲン検診（肺がん・結核）

胸部レントゲン検診（肺がん・結核）

7か月児・10か月児健診

胃がん検診

ひまわり健診・前立腺がん検診

3歳児健診

胸部レントゲン検診（肺がん・結核）

ママタッチ教室・助産師相談・乳幼児相談

3か月児・7か月児健診

ひまわり健診・前立腺がん検診

胸部レントゲン検診（肺がん・結核）

奈路・長生・藤ノ川・用井・宮

地・館・須﨑・藪ケ市・津賀

八束地区

下家地・中家地

権谷・押谷

半家・本村・中組

東山地区

大川筋・蕨岡地区

津野川・津賀・橘・方の川・

西ケ方・下方・半家・本村・

中組・権谷・押谷・大宮

方の川・西ケ方・下方

藤ノ川

岩間・中半

大宮・下家地・中家地・

方の川・西ケ方・下方

奥屋内・黒尊・口屋内・玖木

津野川・津賀・橘

富山地区

文化センター

文化センター

地区巡回

子育て支援センターぽっぽ

地区巡回

下家地小学校体育館

旧権谷小学校体育館

本村小学校体育館

地区巡回

地区巡回

文化センター

西土佐保健センター

西土佐保健センター

藤ノ川集会所

中半体育館

文化センター

地区巡回

子育て支援センターぽっぽ

文化センター

口屋内小学校体育館

津野川小学校体育館

地区巡回

個別通知

個別通知

 9：30～10：30

9：50～11：30

個別通知

 9：30～10：30

13：00～13：30

15：00～15：30

個別通知

個別通知

個別通知

8：00～8：30

9：00～10：00

13：00～13：30

15：00～15：30

個別通知

個別通知

13:15～14:30

個別通知

9：00～10：00

13：30～14：30

個別通知

11日(火)

12日(水)

13日(木)

17日(月)

20日(木)

24日(月)

26日(水)

27日(木)

28日(金)

31日(月)

2日(水)

3日(木)

4日(金)

時間

6月

5月

事業名月日 場所該当地区
健
診
・
検
診

※特定健診、ひまわり健診は30歳以上の国民健康保険加入者、後期高齢者医療保険加入者で受診券を送付している方および、40歳以上の
　協会けんぽ等の加入者の被扶養者で受診券を取得している方が対象です。
※5月4日までの計画については、広報4月号P26に掲載しています。
※新型コロナウイルス感染症の状況により計画が変更となる場合は、市公式ホームページ等で周知します。

問い合わせ先　本庁 健康推進課　☎(34)1115・☎(34)1823　　支所 保健課　☎(52)1132

1年に1度は健診を
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■
受
付
時
間
 

 

 

 

　
●

初
診
・
予
約
外
　
午
前
8
時
30
分
〜
11
時
ま
で

　
※
受
付
時
間
を
過
ぎ
て
受
診
す
る
場
合
は
、必
ず
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
●

予
約
の
方
　
午
前
8
時
30
分
〜
 

 

 

 

 

 

 

 

　
※
漢
方
外
来
は
金
曜
日
の
午
後
の
み
。診
療
を
希
望
す
る
方
は
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。 

■
診
療
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 

 

 

 

 

　
※
急
患
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
休
診
日
　
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

市
民
病
院
医
師
診
療
担
当
日

内
科

脳
神
経

外
科

外
科

整
形
外
科

泌
尿
器
科

午
前

午
前

午
前
・
午
後

午
前
午
前
・
午
後

月 火 水 木 金

※川田祥子

宇都宮俊介

河内通

休診

初診

予約外
※要致嘉

※要致嘉

※川田祥子

（検査）

坪屋英志

休診

休診

宇都宮俊介

河内通

休診

休診

（検査）

坪屋英志

休診

西尾美紀

濱川公祐(注2)
※竹田修司(注2)
(不定期）

休診

宇都宮俊介

河内通

※高知大学医師

（注3）

午
後

4月1日より

初診

予約外

予約

予約 樋口佑次

予約 濱川公祐

樋口佑次

※佐田憲映

※竹田修司

（注2）

濱川公祐

濱川公祐

予約 ※鷲山憲冶

鈴木光哉

初診

予約外

予約

予約

予約

初診

予約外

予約

予約

予約

樋口佑次樋口佑次 予約予約

※鷲山憲冶

濱川公祐

予約

予約

※国立高知(注1)

（第2週）
予約

※八十島徳昭
（漢方外来）
第2・4週

初診

予約

濱川公祐

※要致嘉

予約

鈴木光哉予約

樋口佑次

予約 鈴木光哉

鈴木光哉予約

予約

※印のある医師は非常勤医師
　（注1）国立高知病院医師が交替で診察　　（注2）竹田修司医師・濱川公祐医師(午後)の診察は不定期
　（注3）高知大学医師の診察は午前10時～ 

鈴木光哉
初診

予約外

予約 ※要致嘉

予約 西尾美紀

問い合わせ先　市民病院　☎（34）2126

「まかせてさん（援助会員）」についての

よくあるご質問をまとめました

Q1.どんな流れで依頼が入るの？

A1.おねがいさん（依頼会員）から直接電話やメール（LINE）等で依頼を行います。（初回はファミサポ経由）

Q2.依頼がきたら、毎回違うお子さんを預かるの？

A2.基本的にいつも同じお子さんを預かっていただきます。（ペアで活動）

Q3.どのくらい依頼が入るの？

A3.ペアの依頼会員によってさまざまです。普段は利用しないけど本当に困ったときに頼れるように登

　 録している依頼会員もいます。

Q4.自分の家で一人で預かるのは不安・・・

A4.地域子育て支援センター「ぽっぽ」や「子育てひろばとことこ」、児童館内の静養室等の開かれた場所

　 で預かることもできます。

　興味がある方は、ぜひ一度ご連絡ください。

問い合わせ先

　しまんとファミリーサポートセンター

　☎（34）8310　9時～18時（水、日、祝日、年末年始除く。）

　　 famisapo40010@rainbow.plala.or.jp

HPもあります☆
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　骨髄移植や末梢血幹細胞移植は、血液の病気により正常な造血が行われなくなった患者の造血幹細胞

を、健康な方の造血幹細胞と入れ替える治療法です。国内で非血縁者間の移植を必要としている患者は毎

年2,000人を数え、移植できる患者は約6割です。一人でも多くの患者を救うためには、多くのドナー登録

が必要です。

▶ドナー登録の流れ（無料）

▶ドナー登録できる方　　下記のすべてに該当する方
　●骨髄・末梢血幹細胞の提供の内容を十分に理解している方

　● 18歳以上54歳以下で健康な方

　●体重が男性45㎏以上、女性40㎏以上の方

　※骨髄・末梢血幹細胞を提供できる年齢は20歳以上55歳以下

▶市内の登録窓口
　●幡多福祉保健所（中村山手通19）　☎（34）5120

　  第1・3火曜日　13時30分～15時

　  ※前週の金曜日までに予約が必要です。

　●各献血会場　会場等は 本庁 健康推進課までお問い合わせください。

移植にかかる入院・通院費用の補助
　骨髄提供者1人につき、提供時の入院または通院日数1日につき2万円を補助します。

　（上限7日間・最大14万円）

▶補助金の対象者　　下記のすべてに該当する方
　●財団が実施する骨髄バンク事業において骨髄バンクドナー登録をしている方で、骨髄または末梢血

　  幹細胞の提供を完了し、証明する書類の交付を受けた方

　●市内に住所を有し、住民基本台帳に登録され、市税を滞納していない方

　※公務員等、ドナー特別休暇等を導入している事業所に勤務している方は対象外

▶補助金の申請方法
　骨髄または末梢血幹細胞の提供後、申請書に財団が交付する提供が完了したことを証明する書類を添

えて、提供完了日の属する年度の3月31日までに 本庁 健康推進課に提出

※補助金の流れ等について説明しますので、できるだけ事前に下記までご連絡ください。

問い合わせ先　本庁 健康推進課　健康増進係　☎（34）1115　　支所 保健課　☎（52）1132

骨髄バンクに登録しませんか

　ドナー登録の

しおり「チャン

ス」をよくお読み

ください。（申込

書も入っていま

す。）

※各登録窓口や

　本庁 健康推進課、

　支所 保健課にて配

　布しています。
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【連載】 けんこうだより49【連載】 けんこうだより49【連載】 けんこうだより49

　飲酒は、適量であればストレスの解消や血行促進、動脈硬化を予防するHDL（善玉）コレステロールを増

やすなどの効果がありますが、飲酒量が多くなると肝機能の低下や高血圧症、がんなど多くの病気を引き

おこす要因にもなります。市では、「ほぼ毎日飲酒している者」の割合は、全国や県内と比較すると低くなっ

ていますが、「1日3合以上飲酒している者」の割合は高くなっています。

　飲酒は、適量であればストレスの解消や血行促進、動脈硬化を予防するHDL（善玉）コレステロールを増

やすなどの効果がありますが、飲酒量が多くなると肝機能の低下や高血圧症、がんなど多くの病気を引き

おこす要因にもなります。市では、「ほぼ毎日飲酒している者」の割合は、全国や県内と比較すると低くなっ

ていますが、「1日3合以上飲酒している者」の割合は高くなっています。

▼お酒の上手な飲み方

　①適量を知る

　　厚生労働省が推進する適度な飲酒量は、純アルコールで1日平均20ｇ程度といわれています。

　　【純アルコール20ｇに相当する酒量】

　②ゆっくり食事をしながら飲む

　　空腹でお酒を飲むとあっという間にアルコールが吸収され、悪酔いの原因になります。食事をしなが

　ら飲酒することで肝臓や胃に負担をかけず、飲み過ぎを防ぐことにもつながります。

　③休肝日を作る

　　週に2日はお酒を飲まない日を作り、肝臓を休めることが大切です。

問い合わせ先　本庁 健康推進課　健康増進係　☎（34）1115　　支所 保健課　☎（52）1132

適度な飲酒を心がけましょう

※全国・県のデータは県ホームページより引用

　市のデータは四万十市健康増進計画策定のため実施したアンケート調査より抜粋

※純アルコールとは：アルコール飲料に含まれる実際のアルコール量

60

50

40

30

20

10

0

39.9％

47.9％ 

35.8％

13.1％ 15.8％ 
12.4％ 

ほぼ毎日飲酒している者の割合

全国 高知県 四万十市

■男性　■女性

 

6.4％

11.0％ 

17.1％ 

1.3％ 1.7％ 

11.5％

1日3合以上飲酒している者の割合

20

16

14

8

4

0
全国 高知県 四万十市

■男性　■女性

※県ホームページより引用

健康維新の志士

けん　しん太郎くん

ビール
ロング缶1本
（500ml）

焼酎（25度）
グラス1/2杯
（100ml）

日本酒
1合

（180ml）

ワイン
グラス2杯弱
（200ml）

ウイスキー
ダブル1杯
（60ml）

チューハイ
（7％）
缶1本

（350ml）
焼
酎

beer

wine
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高齢者の生活を支援していますvol.
02

在宅介護手当の支給
　対象者　要介護3～5の認定を受けた方を在宅で常時介護している方

　要　件　・利用月の居宅介護サービスの費用が在宅サービスの支給限度額の半額以内であること

　　　　　・市内在住で介護者および要介護者に介護保険料の滞納がないこと

　　　　　・1か月のうち半分以上は在宅で生活していること

　　　　　・要介護3の方は過去1年以内にサービスを利用していないこと　など

　支給額　月額7,000円（1年を3期に分け、1期につき4か月分を支給）

家族介護用品（クーポン券）の支給　※令和3年度から要件・支給額が変わりました
　市内協力店で介護用品を購入できるクーポン券を支給します。

　対象者　要介護3～5の認定を受けた方を在宅で常時介護している世帯

　要　件　・市民税非課税世帯であること

　　　　　・市内在住で介護者および要介護者に介護保険料の滞納がないこと

　　　　　・1か月のうち半分以上は在宅で生活していること

　　　　　・要介護3の方は、認定調査票の「排尿」または「排便」の項目において「介助」または「見守り等」に

　　　　　  該当すること

　支給額　クーポン券（5,000円相当）1枚/月（1年を4期に分け、1期につき3か月分を支給）

住宅改造支援事業　※事前申請が必要
　居住する住宅を身体の状況に応じて安全かつ利便性に優れたものに改造する時、必要な費用を予算の範

囲内で補助します。

　対象者　要支援1～要介護5までの認定を受けた方

　要　件　世帯の生計中心者の前年の所得税額が30万円未満の世帯であること

　補助額　補助対象改造費用の2/3以内（上限666,000円）

問い合わせ先

　本庁 高齢者支援課　介護保険係　☎（34）1165　　 kaigo@city.shimanto.lg.jp

　支所 保健課　保健係　　　　　　☎（52）1132　　 n-hoken@city.shimanto.lg.jp

フレイル予防講演会

　フレイルに早めに気付き、フレイルに負けない身体づくりのヒントや情報について学べる内容となって
います。ぜひご参加ください。
※「フレイル」とは…高齢者が加齢に伴い心身ともに虚弱となった状態をいいます。

▶日時　6月6日（日）9時30分～11時30分（受付9時～）　　▶場所　市役所3階会議室
▶講演会内容　①講演　フレイルに負けない身体づくりとそのヒント（仮）　
　　　　　　　　　　　（株）ライフリー代表取締役　佐藤孝臣 氏
　　　　　　　②実践報告　新たな取組み“通所型サービスC”事業の現場から
　　　　　　　　　　　　　四万十市社会福祉協議会　事業担当者　小野憲一 氏

▶参加費　無料　　▶定員　先着40名
▶申込方法　電話・FAX　※氏名、住所、連絡先についてご連絡ください。
▶申込期限　6月1日（火）

問い合わせ・申込先　市 高齢者支援課　介護保険係　☎（34）1165　FAX （34）0567

佐藤 孝臣 氏
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認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」交
流
会

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、認
知
症
介
護
に
つ

い
て
の
思
い
や
悩
み
を
共
有
し
、支
え
あ
う

た
め
の「
集
い
の
場
」で
す
。

　
他
の
人
に
は
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と

も
、同
じ
体
験
を
し
て
き
た
人
ど
う
し
な
ら

分
か
り
あ
え
、介
護
で
疲
れ
た
こ
こ
ろ
が
少

し
で
も
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
初
め

て
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
25
日（
火
）

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所

　
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
2
階
研
修
室

※
家
族
の
方
だ
け
で
も
、認
知
症
の
方
と
一

　
緒
の
参
加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局
　
松
岡
時
規
子

　
☎（
3
4
）4
5
2
8

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
3
4
）0
1
7
0

　
FAX（
3
4
）0
5
6
7

　
　

 sie
n
@
c
ity
.shim

a
n
to
.lg
.jp

認
知
症
予
防
教
室

▼
日
時
　
5
月
28
日（
金
）14
時
〜
15
時

▼
場
所
　
聖
ヶ
丘
病
院
　
作
業
療
法
室

▼
テ
ー
マ
　
楽
し
く
動
い
て
笑
っ
て
脳
ト
レ

▼
参
加
費
　
無
料

▼
事
前
申
込
　
不
要

▼
駐
車
場
　
有
り

問
い
合
わ
せ
先

　
聖
ヶ
丘
病
院

　
地
域
連
携
推
進
室
　
中
野
・
長
尾

　
☎
0
8
8
0（
6
3
）2
1
4
6

そ
の
他
・
相
談

6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　「
人
権
」と
は
、「
人
が
幸
せ
に
生
活
す
る
た

め
に
必
要
な
権
利
」で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
現
在
県
内
に
約

1
8
0
名（
市
内
に
は
10
名
）が
配
置
さ
れ
て

お
り
、人
権
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
啓
発
活
動
や
各
地
域
の
施
設
で
開
設
す

る「
特
設
相
談
所
」に
お
い
て
、人
権
問
題
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。無
料
・
秘
密

厳
守
で
対
応
し
ま
す
の
で
、一
人
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」に
合
わ
せ
、県
内

各
地
域
で「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所
」を

開
設
し
ま
す
。詳
細
は
、最
寄
り
の
法
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

　
法
務
局
で
は
、全
国
統
一
の
電
話
番
号
に

よ
る
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
☎
0
5
7
0（
0
0
3
）1
1
0（
ナ
ビ
ダ

　
イ
ヤ
ル
）

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分（
平
日
）

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
利
用
で
き
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
法
務
局
四
万
十
支
局
で
も
、平
日
に
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
毎
週
火
・
木
曜
日

は
人
権
擁
護
委
員
も
対
応
）

　
☎（
3
4
）1
6
0
0

問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
0
8
8（
8
2
2
）3
5
0
3

就
職
支
援
相
談
会

　「
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
」「
仕
事
が
続
か
な

い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
子
ど

も
の
将
来
が
心
配
」な
ど
、就
職
の
こ
と
で
お

悩
み
の
若
者（
15
〜
49
歳
）と
そ
の
保
護
者
の

た
め
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
26
日（
水
）13
時
〜
17
時

▼
会
場
　
市
役
所
本
庁
3
階
3
0
5
会
議
室

※
相
談
会
は
予
約
制
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
は
た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎（
3
4
）9
1
0
0

　
FAX（
3
4
）8
0
8
0

　
　 tu

n
a
g
a
ru
-n
e
t@
b
ird
.o
c
n
.n
e
.jp

福
祉
サ
ー
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決

委
員
会
に
つ
い
て

　
社
会
福
祉
施
設（
老
人
ホ
ー
ム
や
就
労
継

続
支
援
事
業
所
、保
育
所
等
）や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
関
す
る
疑
問
や
悩
み
等
に
つ
い
て
、事
業

者
と
の
話
し
合
い
で
解
決
し
な
い
場
合
や
、

直
接
話
す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
厳
守
で
対
応
し
ま
す
。

▼
相
談
料
　
無
料

▼
相
談
受
付

　
平
日（
年
末
年
始
を
除
く
。）9
時
〜
16
時

　
F
A
X
・
メ
ー
ル
は
24
時
間
受
付

問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
運
営
適
正
化
委
員
会（
福
祉
サ
ー

　
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委
員
会
）

　
☎
0
8
8（
8
0
2
）2
6
1
1

　
FAX
0
8
8（
8
4
4
）9
4
4
3

　
　 k

a
ik
e
tsu
@
p
ip
p
ik
o
c
hi.o
r.jp

犯
罪
被
害
に
関
す
る

出
張
法
律
相
談

　
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、事

件
や
事
故
等
の
被
害
者
を
対
象
に
、弁
護
士

と
犯
罪
被
害
相
談
員
に
よ
る
無
料
の
出
張
法

律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
申
し

込
み
の
う
え
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日

　
5
月
25
日（
火
）、7
月
20
日（
火
）、

　
9
月
21
日（
火
）、11
月
16
日（
火
）、

　
令
和
4
年
1
月
18
日（
火
）、3
月
15
日（
火
）

▼
時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
会
場

　
幡
多
総
合
庁
舎
2
階
会
議
室（
中
村
山
手

　
通
19
）

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8（
8
5
4
）7
5
1
1

　（
平
日
10
時
〜
16
時
）
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一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

青い孤島

あしたの官僚

泳ぐ者

きみの傷跡

小さい農業で暮らすコツ

チーム・ブルーの挑戦

日本の分断

老後レス社会

森沢　明夫

周木　律

青山　文平

藤野　恵美

新藤　洋一

中島　隆

三浦　瑠麗

朝日新聞特別取材班

ありえない！

一年生なんだもん

子どもに伝えたい和の技術 10

ダメダメだー

なつのキリンピック

プロから学ぶ修理ずかん 3

みどりのあらし

わたし、パリにいったの

エリック・カール

村上　しいこ

和の技術を知る会

中谷　靖彦

北村　裕花

フレーベル館

中野　真典

たかどの　ほうこ

★
大
人
の
た
め
の
名
作
映
画
上
映
会
★

○『
マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に
』

　
・
日
時
　
5
月
22
日（
土
）13
時
30
分
〜（
開
場
13
時
）

　
・
場
所
　
市
役
所
3
階
防
災
対
策
室
　
　
・
対
象
　
高
校
生
以
上

　
・
参
加
費
　
無
料
　
　
・
定
員
　
20
席
程
度
　
　
・
申
込
　
不
要

※
詳
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

★
他
館
の
図
書
館
の
本
を
借
り
る「
相
互
貸
借
」の
ル
ー
ル
が
変

わ
り
ま
す
！
★

　
7
月
1
日
受
付
分
か
ら
、返
却
日
を
過
ぎ
て
も
資
料
を
返
し
て
い
な

い
方
は
、他
館
の
本
の
取
り
寄
せ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
延
滞
中
の
資
料
を
す
べ
て
返
却
す
る
と
、通
常
ど
お
り
申
し
込
み
が

行
え
ま
す
。ル
ー
ル
を
守
っ
て
図
書
館
を
利
用
い
た
だ
く
よ
う
、皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00

新着おすすめ8+8★
休
館
日
の
案
内
★

5
月
28
日（
金
）　
館
内
整
理
日

新着図書（541冊）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先  

市
立
図
書
館
　
☎（
3
5
）2
9
2
3

【令和2年度四万十市「人権絵画標語展」入賞作品紹介】

柿谷　はつ代さん（中村小学校5年）

【標語の部】【絵画の部】
かきたに よ

定期相談所

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、相談時にはマスクの着用をお願いします。
※新型コロナウイルスの状況により、中止となる場合があります。

高知地方法務局
四万十支局
☎（34）1600
FAX  （34）1601

6月2日（水）
13時～16時

なくそうよ　一人ぼっちの　いるクラス

※所属校・学年は受賞当時のものです。

小学生の部

外田　航聖さん（蕨岡中学校3年）
そと だ こうせい

忘れない　いじめをなくす　強い意志

中学生の部

杉本　帆菜さん
（東山小学校2年）

すぎもと はん な

「みんなでプール
たのしいな！」
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お
誕
生

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

池
内
 

杏
心

植
田
 

乃
衣

大
塚
 

潮

田
中
 

智
基

野
村
 

脩
仁

小
坂
 

晄
琉

小
野
 

桃
歌

上
原
 

光
莉

松
本
 

華
怜

森
 

惺
絆

細
木
 

希
羽

あ
こ

の
い

し
お

さ
と
き

し
ゅ
う
と

ひ
か
る

も
も
か

ひ
か
り

か
れ
ん

せ
な

ね
ね

健
太

和
央

奏智
也

綾
彦

彰
宏

和
久

貴
彦

裕
司

一
真

美
早
輝

（
令
和
3
・
4
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
令
和
3
・
4
・
５
届
出
分
ま
で
）

中
村
百
笑
町

右

山

安

並

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具
同
田
黒

楠

島

横

瀬

横

瀬

山

路

古

尾

古

尾

西
土
佐
口
屋
内

91 94 80 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
家
族
の
方
が

希
望
さ
れ
た
場
合
に
掲
載
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）
市
民
・
人
権
課
　

（
３
４
）

１
１
１
３
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

中
村
百
笑
町

中
村
栄
町

中
村
一
条
通

古

津

賀

古

津

賀

秋

田

具

同

具

同

具

同

具

同

渡

川

楠

島

有

岡

九

樹

山

路

竹

島

岩

田

川

登

川

登

手

洗

川

三

里

常

六

89 74 92 81 81 88 88 87 97 79 106 70 90 92 76 84 99 72 85 67 94 98 

中
屋
 

聰
美

　
城
 

キ
ミ
子

朝
比
奈
 
美
重
子

享
　
年

（
満
年
齢
）

住
　
所

氏
　
　  

名

山
﨑
 

髙
　

佐
田
 

哲
雄

祖
父
江
 
房
江

前
田
 

實
雄

田
中
 

紀
久
夫

祖
父
江
 
喜
久
美

山
口
 

純
夫

中
川
 

明

友
永
 

博
子

深
原
 

福
子

富
久
 

梅
子

走
川
 

渉

兵
等
 

美
和
子

杉
本
 

喜
和
惠

宮
村
 

好
秀

佐
々
木
 
伸
明

山
中
 

保

伊
与
田
 
耕
一

高
屋
 

　
志

倉
本
 

喜
美

谷
岡
 

國
惠

敷
地
 

年
美

　
ふ
る
さ
と
を
思
い
作
っ
た
歌
が
あ
る
と
の
心
温
ま
る

お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
四
万
十
川
の
夜
」

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
浜
口
佳
明
　
　
作
曲
　
澁
谷
巽

　
一
　
な
の
花
の
丘
　
吹
く
風
も

　
　
　
夕
闇
せ
ま
る
　
沈
下
橋

　
　
　
や
さ
し
く
頬
を
な
で
て
ゆ
く

　
　
　
あ
ゝ
故
郷
の
　
思
い
出
は

　
　
　
四
万
十
川
の
春
の
夜

　
二
　
里
の
灯
り
が
　
と
も
る
こ
ろ

　
　
　
川
面
に
ゆ
れ
る
漁
火
や

　
　
　
ひ
そ
か
に
咲
い
た
　
月
見
草

　
　
　
あ
ゝ
故
郷
の
　
思
い
出
は

　
　
　
四
万
十
川
の
夏
の
夜

　
三
　
山
の
木
立
に
　
か
か
る
月

　
　
　
愛
し
い
女
の
　
面
影
は

　
　
　
い
ま
も
心
に
　
生
き
て
い
る

　
　
　
あ
ゝ
故
郷
の
　
思
い
出
は

　
　
　
四
万
十
川
の
秋
の
夜

　
四
　
静
か
な
里
の
　
い
ろ
り
端

　
　
　
友
は
何
処
か
　
達
者
か
な

　
　
　
徳
利
だ
い
て
　
春
を
ま
つ

　
　
　
あ
ゝ
故
郷
の
　
思
い
出
は

　
　
　
四
万
十
川
の
冬
の
夜

　
両
親
は
西
土
佐
出
身
。現
在
は
埼
玉
へ
住
ん
で
い
る

私
の
父（
90
歳
）が
、平
成
7
年
に
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

を
作
詞（
作
曲
は
伯
父
）し
た
四
万
十
川
の
歌
で
す
。ふ

る
さ
と
を
離
れ
65
年
経
つ
今
で
も
母
は
方
言
丸
出
し

で
、時
折
テ
レ
ビ
に
映
る
四
万
十
は
両
親
の
自
慢
で
す
。

埼
玉
県
　
田
村 

由
美

市民のひろば

ゆ
う 

や
み

あ
か

い
さ
り 

び

か
わ
　
も

こ
　
だ
ち

ひ
と

い
ず
　
こ

ほ
ほ

ふ
る 

さ
と

婚活相談窓口を開設しています

ご家族、ご友人からの相談も可能です。
事前にご予約のうえ、ご相談ください。

■毎週水曜日17時～19時（祝日除く。）
　※事前予約制

窓口 市 子育て支援課　企画係　☎（34）9007
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四万十川のシンボル「岩間大橋」と「屋内大橋」がついに復活

　メンテナンスが完了した2つの沈下橋が、4月29日から全面開通となりました。
　この日を待ち望んでいた地域の皆さまや全国のサポーターの皆さま、関係者の皆さまには、早期復旧に
かける思いとともに、多大なご支援をいただき心から感謝申し上げます。
　「地域の皆さまの生活道としての機能を確保すること」「昔から変わらない、沈下橋が四万十川の大自然
に溶け込む美しい風景を守ること」「川とともに生きるまちとして歴史と文化を継承すること」を使命に、
今後も貴重な財産、皆さまから愛される沈下橋として、後世に残す活動に取り組んでいきますので、引き続
きのご支援、ご協力をお願いします。

≪変　遷≫
H29.11月　  橋脚の沈下発生【全面通行止め】
 　   水中部の緊急調査
H30.3月～　 緊急応急対策の実施
H30.4月～　 補修設計、関係機関協議
R1.11月～　 撤去および補修工事開始
R2.3月　　  新たに橋脚の沈下発生
R2.5月　　  橋脚の応急対策完成
～R3.4月末　すべての補修工事が完了し4/29全面開通

≪変　遷≫
H22.8月　　橋脚の沈下発生【全面通行止め】
H23.4月～　 調査・補修設計
　　　　　  関係機関協議
H25.3月～　撤去および補修工事開始
H27.1月　　新たに桁のひび割れ確認
H27.3月　　左岸山留石積崩壊
R2.3月  　　左岸山留石積完成
～R3.4月末　すべての補修工事が完了し4/29全面開通

岩間大橋（橋長：120m、架設：昭和41年） 屋内大橋（橋長：241m、架設：昭和30年）

沈
下
部
分
の
撤
去
〜
景
観
に
配
慮
し
新
設
・
補
強

待
望
の
沈
下
橋
の
復
活

（鋼製当て板工法で橋脚を補強・補修） （アウトプレート工法で床板を補強・補修）

問い合わせ先　支所 産業建設課　管理土木係　☎（52）1114　FAX （52）2124
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■
発
行
/四
万
十
市
　
■
編
集
/企
画
広
報
課

〒
7
8
7
-8
5
0
1
　
　
　
  　

高
知
県
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
1
0
番
地

T
E
L
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4
-1
1
1
1（
代
表
）
　
広
聴
F
A
X
.0
1
2
0
-4
5
9
7
8
7

U
R
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:/
/
w
w
w
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E
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a
il k
o
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h
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u
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c
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5
N
o.1
9
3

2
0
2
1

小原外科胃腸科
市民病院
中村病院
吉井病院
さたけ小児科
中村クリニック
市民病院
さくらクリニック
正木整形外科
市民病院
森下病院

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

木
日
月
火
水
日
日
日
日
日
日

4月
5月

6月

29
2
3
4
5
9
16
23
30
6
13

☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）3 1 7 7
☎（ 3 4 ）5 0 0 5
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 4 ）5 1 0 0
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）2 5 5 5
☎（ 3 4 ）5 2 5 2
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）2 0 3 0

㈲平野水道
豚座建設㈱
㈱森下住宅設備
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
㈲夕部設備
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
㈱森下住宅設備
土居水道工事店
中村水道工事センター

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

木
土
日
月
火
水
土
日
土
日
土
日
土
日
土
日
土
日

4月29日
5月 1日

2日
3日
4日
5日
8日
9日
15日
16日
22日
23日
29日
30日

6月 5日
6日
12日
13日

☎（ 3 5 ）2 3 1 6
☎（ 3 4 ）6 0 3 1
☎（ 3 4 ）4 8 5 5
☎（ 3 2 ）1 0 9 5
☎（ 3 5 ）4 3 2 3
☎（ 3 4 ）3 6 2 1
☎（ 3 4 ）2 3 2 4
☎（ 3 5 ）5 9 9 6
☎（ 3 3 ）0 6 6 0
☎（ 3 4 ）8 6 5 1
☎（ 3 7 ）5 1 5 1
☎（ 3 5 ）4 8 7 9
☎（ 3 3 ）0 6 5 3
☎（ 3 4 ）6 0 3 1
☎（ 3 5 ）2 3 1 6
☎（ 3 4 ）4 8 5 5
☎（ 3 2 ）1 0 9 5
☎（ 3 5 ）4 3 2 3

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

「広報しまんと」6月号は
5月26日(水)発送予定です
「広報しまんと」6月号は
5月26日(水)発送予定です
「広報しまんと」6月号は
5月26日(水)発送予定です

5月実施の統計調査

市内全域

渡川、下田、赤松町

①令和3年経済センサスー活動調査ー

②労働力調査

問①　市 企画広報課　広報統計係　☎（34）1810

問②　県 総務部統計分析課　☎088（823）9344

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を
変更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

本庁 上下水道課　☎（34)1711
支所 産業建設課　☎（52)1114

33,063
15,620
17,443
16,600

人
人
人
人

242
412
13
34

3

△191
△92
△99
△29

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

有料広告
掲載スペース

有料広告
掲載スペース
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